
 

岐阜県立中津高等学校同窓会長 間龍一郎 

 

ごあいさつ 

 

本年、中津高等学校は創立 120 周年を迎えます。この足跡と輝かしい伝統を、在校生・

卒業生はもとより歴代教職員はじめ多くの関係者の方々と共にお祝いしたいと思います。 

中津高等学校の創立は、明治 39年にさかのぼります。当時の日本は、日露戦争に勝利し

たとはいえ、その時代、国際的に常識であった戦争賠償金をとることもできず、国内で

は、それを不満とする抗議や農村の疲弊が社会問題化していました。そんな中、間杢右衛

門翁は、日本の将来・中津川の将来を考え、未来の子たちのための教育に力を注ぐことと

し、当時岐阜県下には、岐阜と大垣にしかなかった女学校をここ中津川に設立されまし

た。以来 120 年、母校を巣立った卒業生は 3万名になろうとしています。岐阜県内でも歴

史の長いことでは有数であります。 

 長い歴史をつみ重ねる中で、母校をとりまく環境は大きく変わっていきます。昨今の課

題は少子化です。就学人口が減少する中で、近隣の他の高等学校や私立の高等学校へ進学

する生徒も少なからずいます。 

私どもＯＢが、母校を応援するてだては限られていますが、平成 17 年の創立 100 周年

記念事業として創設されました「旭陵留学生支援制度」があります。この制度は、グロー

バル化する社会において、より広い視野を持った学生が一人でも多く、この中津高等学校

より巣立ってほしいというＯＢ会の気持ちの表れです。おかげをもちまして多くの留学生

が誕生しています。この制度に多くの受験生が魅力を感じ、母校中津高等学校への進学希

望生が増え、そして進学校としてより一層発展することを願い、引き続き応援してまいり

ます。その他、120 周年記念事業として合同同窓会の開催。並びに旭陵ゴルフコンペ・吹

奏部、吹奏楽部ＯＢ合同演奏会・芸術展への講演をそれぞれさせていただいております。 

卒業生であります皆様方に今後とも、母校中津高等学校及び中津高等学校同窓会へのご

支援・ご協力をお願い申し上げます。 



 

           岐阜県立中津高等学校長 田並千穂 

 

創立１２０周年に寄せて 

 

 このたび、岐阜県立中津高等学校創立 120 周年を迎え、記念式典をはじめ、数々の記念

事業が盛大に解されますことは、この上なく大きな喜びであります。 

 本校の歴史は、明治 39年 4月に地元の篤志家である九代目間杢右衛門翁により、私財を

投じてこの「旭が丘」の地に中津高等女学校を設立されたことに始まります。大正９年には

県立に移管し、昭和23年の学制改革により現在の岐阜県立中津高等学校に改称されました。

以降、昭和 31年に中津商業高等学校、昭和 38 年に中津川工業高等学校、昭和 43 年に恵那

農業高等学校が分離独立した後は、全日制及び定時制の普通科高校となりました。平成 19

年には県立高校再編により岐阜県立恵那北高等学校と統合し、現在に至っております。明治・

大正・・昭和・平成・和和という五代にわたる本校の 120 年の歴史には、幾多の試練があり決

して平坦なものではありませんでした。しかしその都度、本校同窓会やＰＴＡ会員の皆様そ

して地域の方々のご理解とご支援により乗り越え、こうして創立 120 周年を迎えられます

ことは、職員、生徒一同感慨無量であります。現在、卒業生の数は 3万１千人を超え、様々

な方面で重要な職責を担いご活躍されております。この 120 年の歴史は、卒業生の方々の歩

みと共に築かれてきたものです。各時代において、卒業生の皆様がそれぞれの分野で力を尽

くされ、その活躍が本校の誇りとなり、後に続く世代の道標となってまいりました。創立 110

周年の折に制定された校訓「自由と個人の尊厳・思索と自己の完成」は、生徒一人ひとりの

心に息づき、自らを磨き、未来を切り拓く姿勢を育んでいます。 

 この 10 年の間に、前回の周年行事の時には予想だにしなかった大きな災いが世界全体を

覆いました。新型コロナウィスル感染症のパンデミックです。これにより、数か月に渡り休

校になったり、学校行事が思うようにできなかったり、何気ない普段の学校生活さえ制限が

かかった期間を体験しました。しかしそのような中でも、生徒たちがもつ無限の可能性が見

られた 10 年でもありました。様々な場面で制限がかかったことにより、現状の中で工夫を



しながら学校行事や日々の活動を行っていく力をつけました。また他と交流できることの有

難みを実感したことにより、人とのつながりをより大切にしながら学びを深めていく姿勢

をもちました。現在は・「地域課題探究型学習事業指定校」として地域の皆様の御協力のもと、

地域に根付いた探究学習を進めております。生徒たちは自らの課題を深く掘り下げ、その学

びを将来の進路に結び付けています。 

社会の変化が激しさを増すこれからの時代にあっても、中津高等学校の伝統を道標とし、

地域や社会を担うことができる人材の育成に努めてまいります。これまでのご厚情に深く感

謝申し上げますとともに、今後とも変わらぬご支援をお願い申し上げます。 

 

 

 



全日制 この 10 年のあゆみ

 

【平成 28年度（2016年 4月～2017年 3月）】 

 

 ◆CCC 活動の開始◆ 

 本年度から新たに CCC 活動が発足した。CCC と

は、コミュニティ・コネクション・クラブ

（Community Connection Club）の略で、ボラン

ティア活動をはじめとした、校外での活動の活発

化をめざすものである。CCC 活動は部活動と同じ

位置づけとし、全校生徒が部員、全職員が顧問で

ある。活動を実施するごとに、参加希望生徒を募

り、担当職員、または校務分掌上近い職員が引率

することとした。 

 

〈初年度の CCC活動〉 

○NPO法人「あきの里」支援コンサート 

○親子で音楽を楽しむ会 

○税金クイズラリー 

○LOHASプロジェクト 

○東児童館こどもまつり 

○馬籠観光ボランティア 

○恵那特別支援学校夏祭り 

○東児童館夏休みボランティア 

○児童センター夏休みボランティア 

○西児童館夏休みボランティア 

○坂本はなのきセンター夏休みボランティア 

○学童保育園交流 

○献血ボランティア 

○坂本中学校 PTA家庭教育委員会主催 

 『涼しいお部屋で自主勉強会』 

○旭ヶ丘マスター 

○児童センターこどもまつり 

○オープンキャンパスボランティア 

 

◆馬籠宿観光ガイドボランティア◆ 

昨年度から実施している英語ガイドボランティ

アは、本年度から CCC活動のひとつとなり、五月

から十一月までの間に合計五回行った。十一月に

は神坂中学校の生徒六名も参加し、活動は広がり

を見せている。このことが縁となり、秋に行われ

る「皇女和宮行列」に本校からも生徒・職員が参

加した。 

 

  

LOHAS プロジェクト 

 

東児童館クリスマスボランティア 

 

 

◆「地域史研究」開講◆ 

 本年度から 3年次生の選択科目として学校設定

科目「地域史研究」を開講した。地域史研究の目

標は、「地域の身近な歴史を学ぶことで、歴史への

興味・関心を深め、歴史的思考力を養うと共に、



地域活性化の実現に向けて考察する。」というもの

である。本年度は、特に中津川市、中津川宿、馬

籠宿、苗木藩の歴史と現状を主題的に取り扱った。

学習内容は、資料やパソコンを用いた調べ学習や

集団討論、フィールドワークも行い、最終的に生

徒が学習内容をパワーポイントにまとめ、プレゼ

ンするというものであった。また、10月 1日(土)

に CCC活動として実施した「旭ヶ丘マスター」は、

生徒たちが旭ヶ丘公園近辺の歴史について学んだ

内容を小学生に伝えようと企画したものである。 

 

 

平成 28.10.7 岐阜新聞 

 

 

◆カケハシ・プロジェクト◆ 

一般財団法人日本国際協力センター(JICE)から

の派遣依頼で、本校生徒18名（1年次生9名、2年次

生9名）と引率教員2名が、平成29年3月22日～30

日の日程でカケハシ・プロジェクトに参加した。

派遣先はバンクーバー（カナダ ブリティッシ

ュ・コロンビア州）である。 

カケハシ・プロジェクトとは、外務省が推進す

る「対日理解促進交流プログラム」のうち北米地

域を対象とした交流事業で、日本と該当国間で対

外発信力を有する人材を招致・派遣するものであ

る。日本の政治、社会、歴史、文化に関する理解

促進や、日本の魅力等の積極的な発信を目指すこ

とが事業の目的となっている。 

実際の活動内容として、現地の高校生へ向けた

日本の四季についてのプレゼンテーション、日本

の文化として茶道、書道、折り紙の実演、スイカ

割りや空手の所作などを披露した。 

日本文化の紹介以外に、多国籍料理の体験や、

ブリティッシュコロンビア大学、州議事堂の訪問

など、カナダ現地での研修も充実したものとなっ

た。ホームステイでは各家庭に分散し、それぞれ

カナダでの生活を満喫した。また、在バンクーバ

ー日本国領事館へ招待され、岡井在バンクーバー

総領事やウィルキンソン州高等教育省大臣などが

臨席される中、研修の模様を発表するという機会

もあった。また、この行事に先立ち、ブリティッ

シュコロンビア州教育省大臣を表敬訪問するなど、

生徒にとって貴重な経験となったと言えるだろう。 

 

在バンクーバー日本国総領事館 HP より 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



【平成 29 年度（2017 年 4 月～2018 年 3 月）】 

 

◆二年目の「地域史研究」◆ 

本年度二年目となる地域史研究では、中津川市

の魅力を紹介する「中津川かるた」の制作を行っ

た。12 月 20 日(水)には、東児童館にて子どもた

ちとかるたで遊ぶというボランティアも実施した。 

このかるたは、絵札の裏に中津川市に関するト

リビアを記したものである。地域史研究で調べた

地域の魅力を、地域の未来を担う子どもに伝え、

自分たちの住む地域を愛する気持ちを育んだ。 

このほかにも、「おいでん祭」をモチーフとした

紙芝居の作成、読み聞かせ活動、「十日市」「中津

川宿」「苗木城跡」でのフィールドワークなど、前

年度に引き続き、多くの活動を行うことができた。 

 

 

平成 29.1.20 恵峰ホームニュース 

 

 

◆英語拠点校区事業◆ 

本校は平成２４年度から「グローバルコミュニ

ケーション能力育成支援事業」、平成２６年度から

「岐阜県英語教育イノベーション戦略事業」に携

わってきた。本年度は拠点校として 6年目を迎え、

体制作りに取り組んだ。小中学校との連携、スピ

ーチコンテストや英語プレゼンテーション大会、

英語で想いを語る会への参加など、多くの活動に

参加することができた。特に、恵那市立三郷小学

校では、実際の外国語活動に参加し、中津高生が

授業作りから実践までを行った。「中津高校につい

て知ろう」と題して実施し、高校の宣伝にもつな 

 

がった。参加生徒の中で教員志望者は 1名であっ

たが、「教える」ことを体験したことで、「教員も

楽しそうな仕事だと思った」と言う生徒が多かっ

た。英語教育の面だけではなく、生徒が自身の将

来について考えるよい機会となった。 

 2020 年度より新しい大学入試制度が導入され

るにあたり、授業だけでなく、テストや学校行事

までもが新しく変わろうとしている。「生徒が英

語を話せるようにする」というだけではなく、「世

界の人々がより平和で充実した生活をおくるため

にはどうすればいいのか」、また「現代社会にお

ける諸問題（地球温暖化や高齢化社会、飢餓、難

民、差別、紛争など）を解決するために何をすべ

きなのか」、そういったことを生徒自身が考えら

れるようにしていく必要がある。 

 

 

 
 

 

恵那市立三郷小学校での活動の様子 

 

 



英語で想いを語る会の様子 

 

 

◆日本の次世代リーダー養成塾◆ 

2年 A組の市岡広大さんが 7月 25日(火）～8

月 7日(月)に福岡県宗像市にあるグローバルアリ

ーナで開かれた「第 14回日本の次世代リーダー養

成塾」に参加した。 

「日本の次世代リーダー養成塾」とは、全国か

ら志の高い高校生が約 200人集まり、日本のみな

らず世界で活躍していく人材の育成を目指したサ

マースクールである。主なプログラムとしては、

教養系、ビジネス系、国際系、人間学などさまざ

まな分野の講義やフィールドトリップ、アジア諸

国から派遣された高校生との討論会なども行われ

た。多様な人々の意見に触れ、変化し続ける現代

社会においてどのように考え、どう行動に移すか

を考えるきっかけとなった。 

 

 

◆創部 10 年のギターマンドリン部◆ 

 12月 24日(日)に、中津川文化会館においてギ

ターマンドリン部がロビーコンサートを行った。 

ギターマンドリン部は、本校が恵那北高校と統

合した際に移行、創部され、本年で 10年目を迎え

る部活動である。全国大会にも出場経験があり、

中津高校を代表する部活動であるといえるだろう。 

今後の活動にも期待したい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成 29.12.2 恵峰ホームニュース 

 



【平成 30 年度(2018 年 4月～2019 年 3 月)】 

創立 113 年目となる平成 30年度は、新

しい学習指導要領と新大学入学試験に向け

て、中津高校が新たな一歩を踏み出した一

年であった。 

 学校外での様々な活動を行う「ＣＣＣ

（地域貢献活動を意味するCommunity 

Connection Club の略、）活動」などを通

して、地域の皆さんと共に、生徒の生き生

きと活躍する表現の場とする機会を増やし

た。また近隣の中学校や中学生とその保護

者に向けて、中津高校の素晴らしさを積極

的に広報した。卒業していく三年生が、他

の進学校に勝るとも劣らない進学成績をあ

げたこと、そして何より在学生が、毎日充

実した高校生活を送っている様子などを通

して、「生徒を伸ばす学校」「面倒見のよい

学校」という評価が東濃全域に広まったこ

とを実感する一年だった。 

 また、昨年度末ではあるが、対日理解促

進事業「KAKEHASHI（ｶｹﾊｼ）プログラ

ム」（主催：団法人日本国際協力センタ

ー、詳細は別に一項を設け記載）として

19名の生徒と２名の教員が、３月２２日

～３０日にわたってカナダ・バンクーバー

に派遣されるという得がたい機会を得た。

旭陵留学以外にも、多くの生徒が海外に出

て現地の人たちと交流することができ、そ

の成果が広く中津高校全体に共有されるこ

とが期待される一年ともなった。 

◆旭陵祭◆ 

６月２３日(土)・２４日（日）に文化祭

を、２５日(月)に体育祭を行った。 

文化祭では各クラスが演劇・演示・展示

に取組んだ。また、文化系部活動も、日頃

の取り組みの成果を様々な工夫を加えて発

表した。体育祭では、各軍とも応援団を中

心に、勝利を目指して声をあげ、胸を張

り、全力を尽くした。 

◆馬籠観光ボランティア◆ 

四年目を迎えたこの企画は、６月から１

０月までの間に４回実施した。 

８月からは、ドイツやアメリカからの留

学生とイギリスからのＡＬＴが加わり、衣

装に工夫を加えたり、案内内容をさらに充

実させて取り組んだ。新聞掲載やＮＨＫの

昼おびという全国放送で紹介されるなど、

大変好評であった。尚この馬籠での取り組

みが認められ、落合宿の本陣からも英語通

訳の要請があった。留学経験者を中心に地

域文化の発信をしたいという意思を持った

様々な生徒が集まり、チーム中津として熱

心に日本文化を紹介した。 

 

◆部活動の記録◆ 

７月２６日（木）２７日（金）に、大阪

府吹田市文化会館で行われた、「第 48回全

国高等学校ギター･マンドリンフェスティ

バル」に、今年もギター・マンドリン部が



出場した。ギター・マンドリン部は、８月

に長野県で開催された全国総合文化祭にも

岐阜県代表として参加するなど、全国レベ

ルの活躍が続いている。これは敬老会のホ

ームコンサートや校内のロビーコンサート

など、日頃の地道な練習の成果が発揮され

た結果である。 

また、全国高校野球大会第 100回記念大

会で、本校野球部主将箕田君が岐阜県代表

として選手宣誓を行った。豪雨の影響で一

週間順延となったが、被災者の方の気持ち

を慮りながら、野球の出来る有り難さと勇

気を盛り込んだ価値ある内容の宣誓であっ

た。 

加えて、ウエイトリフティング部男子 2

名が、三重県で開催されたインターハイに

出場し、女子２名が群馬県で行われた全国

大会に出場した。 

◆二年次生研修旅行◆ 

本年度は、台風の発生が多い年であっ

た。しかし、10月 23（火）から 26（金）

の３泊４日は、マリン研修の時間を除き、

好天が続いた。 

特に「ひめゆりの塔記念資料館」「沖縄

県平和祈念資料館」で展示物・説明の一つ

一つの前で足を止め、胸を痛めながら見入

っている中津高生の姿が印象的だった。ガ

マの中で説明をしてくださった地元ガイド

の方や「平和講話」の講師の先生が、「聞

く姿勢も行動も前向きで非常に良い。素晴

らしい高校生だ」と絶賛していた。 

またこの期間中には、一年次生が秋季研

修、一年次生、三年次生が球技大会をおこ

なった。 

◆ひびきあいの日◆ 

11月 14日（火）7限目に「ひびきあい

の日」として、縦割りのグループを作り、

その班ごとに「平和について」をテーマ

に、活発に意見の交換をした。「ひびきあ

いの日」は、人権尊重啓発のために設ける

ことになった「日」だが、本校では毎年、

自己と他者の良さを発見し、互いにつなが

るための取り組みとして行っている。 

 

◆弁論大会とトキワ奨学金制度設立◆ 

１・２年次生の生徒個々が、興味あるテ

ーマを設定して半年間内容を追究し、その

思いや考えを他の生徒にプレゼンテーショ

ンをして伝える技術を競った。何れの生徒

も、将来が期待できる内容の発表とプレゼ

ン―ションであった。 

1月 22日（火）には、旭陵トキワ奨学

金の授与式が本校校長室で行われた。この

奨学金は、本年度から始まった本校独自の

給付型奨学金で、株式会社トキワが本校の

大学進学者を対象に同窓会に提供した寄付

金を原資として行う新企画である。 

 

 

 

 



【令和元年度(2019 年 4 月～2020 年 3 月)】 

 本年は、新しい元号「令和」のはじまり

とともに、本校の教育も、答えを教える教

育から、自ら問いを生み出す教育へ転換し

た１年であり、10年間継続してきた「ふる

さと教育」を転換させる 1年であった。 

ふるさと教育は、地域の人材・資源を活

用して、生徒の生きる力を総合力的に育

み、地域を活性化し支える人材育成を目的

として始めたものである。本年は、県より

地域課題探究型学習推進事業に指定されて

活動の幅が拡大したことで、4年目を迎え

たこの教育の中核を担う「ＣＣＣ活動（地

域貢献活動を意味する Community 

Connection Clubの略）」も、幼児から高

齢者に対する学習支援や慰労型から提案課

題解決型への転換が促されたため、地域の

認知度が大幅に向上し活動評価も向上し

た。 

 

◆遠足◆ 

 5月 15日に、学年別に遠足を実施し

た。１年次生は仲間作りを目的として、

「野外民族博物館リトルワールド」に行っ

た。バーベキューやグループ学習によって

親交を深めた。民族衣装を着て写真を撮っ

て楽しむなど、クラスメイトとの距離が縮

まり、チーム中津の意識付けを構築するこ

とが出来たスタートとなった。 

２年次生は、沖縄研修旅行における平和

研修と文化体験を充実させることを目的と

して、長野県の松代大本営跡と善光寺で事

前研修を行った。 

3年次生は、進路学習を目的として京都

へ大学研修に行った。5大学で班別に研修

した。 

 

◆旭陵祭◆ 

文化祭を 6月 22日・23日に、体育祭を

24日に行なった。今年の文化祭は、地域

の歴史や文化の要素を取り入れた、演劇・

演示・展示への取り組みが目立った。文化

系部活動も、入場者の誘導に工夫を凝らし

て日頃の取り組み成果を発表した。体育祭

では、応援団を中心に団結し、勝利を目指

して練習を積み重ね、素晴らしいパフォー

マンスを披露した。 

 

 

◆馬籠観光ボランティア◆ 

5年目を迎えたこの企画は、6月から 10

月までの間に 4回実施し、延べ 176名が参

加した。8月からは、ニュージーランドか

らの留学生も加わり、衣装や案内の内容や

提示方法にも工夫を凝らして取り組んだ。



相手をした外国人の反応が大変良かったと

市役所から評価され、数回新聞掲載される

など、大変好評であった。この活動は、落

合宿本陣でも展開しており、地域文化の発

信に熱意のある生徒を中心に、学校全体で

チーム中津として力を発揮した取り組みで

あった。 

◆部活動の記録◆ 

7月 24日・25日に、大阪府泉佐野市文

化会館で行われた「第 49回全国高等学校

ギター･マンドリンフェスティバル」に、

ギター・マンドリン部が 3年連続で出場し

た。ウエイトリフティング部男子 2名が、

沖縄県で開催されたインターハイに出場

し、女子２名が長野県で行われた全国大会

に出場した。尚、10月には、茨城県で行

われた国体に、男子 1名女子 1名が参加し

男子が 5位に入賞する好成績を残した。 

 

◆秋の高校体験と教室の ICT化◆ 

 中学 3年生の多くが志望校を決定するこ

の時期に、中津高校の長所を再度アピール

し、高校で学ぶことの意義を伝えるため、

秋の高校体験入学を実施した。この行事の

ために 25名の生徒が自主的にボランティア

として参加した。 

ICT教育推進のため、各ホームルーム教室

の黒板がホワイトボードになり、プロジェ

クターが設置され、電子ペンによる ICT教

育がスタートした。 

 

◆ひびきあいの日◆ 

11月 1日から 15日まで、ふるさと教育

週間として講演会と授業参観を実施した。

1年の全てを授業公開日としたため、本年

は参加者が分散し、授業参観者が 50名、

講演会参加者は 16名であった。11月 12

日 7限目に「ひびきあいの日」として、片

桐妙子氏による「若者向けＤＶ等予防啓発

事業」講演を行った。ＤＶに至る経緯や真

の男女関係に関する重要性について理解を

深めた。「ひびきあいの日」は、人権尊重

を啓発することを目的として設定してい

る。本校では、人間の多様さを認め合うこ

とで、自己と他者の違いや良さを発見し、

互いに包括的につながるための重要な取り

組みとして、毎年実施している。 

 

◆弁論大会◆ 

１･２年次生の生徒が、総合的な探究の

時間に半年の期間を費やして、自分の実現

したい進路を探究し発表した。いずれの発

表も将来の活躍が期待できる素晴らしい発

表であった。この企画は、探究の深度と伝

える技術が評価の対象となるため、各生徒

ともコミュニケーション能力を育成する良

い機会となった。2月 4日の代表発表は、

学校評議員の方にご覧いただいた。尚、2

年次生の発表は 2月 6日に実施し、ふるさ

と未来連携協議員の方にご覧いただいた。 

 

 



【令和２年度(2020 年 4 月～2021 年３月)】 

◆新型コロナ休校とオンライン授業◆ 

 新型コロナウイルス感染症による全国

一斉休校に続く始業式・入学式の実施、そ

して休校という状況から始まる。すぐメー

ルやスタディサプリ等のサービスを活用す

るとともに、回線整備に伴い初めてのオン

ライン授業が導入された。オンラインミー

ティング WebEx によるオンライン授業の

環境が整い、4 月 22 日から１回線で授業

が開始された。30 分授業を 16 コマ開講

し、ほぼすべての教科・科目において授業

を行った。各教科の初めの授業はオリエン

テーションを行い、学年集会（学年講話）

や教務講話、生徒指導講話、生徒指導講話

なども授業の合間に開講した。5 月 11 日

からは WebEx が３回線となり、45 分授業

を最大７コマ開講することとなった。回線

不調や機器トラブルで視聴できなかった生

徒に対しては、授業を録画した DVD を貸

し出す対応をした。また、毎日、生徒から

の質問をすぐメールで受け付け、改善でき

るところは次の日に生かしていった。約

15 か月間のオンライン授業全体の受講率

は 95％で（回線トラブル等で視聴できな

かった生徒も含めて）ほぼすべての生徒が

前向きに参加できた。 

5 月 25 日から 4 日間で全生徒と担任の

二者面談が行われ、6 月 1 日～12 日は分散

登校とし、３密を避けながらクラスの半分

ずつが交互に登校して授業が行われた。6

月 15 日より通常登校開始。朝の検温・体

調チェックから始まり、手洗い・手の消

毒、昼と夕方の校内消毒など感染予防に気

を使いながらの学校生活が続いた。 

◆「旭陵留学プログラム」について◆ 

令和 2 年 4 月 28 日に第 15 期生の今井

みなみさん、加藤はるひさんの 2 名がカナ

ダより帰国。新型コロナ拡大の為、予定よ

り約２か月早い帰国となった。 

 令和 2 年度夏出発予定だった第 16 期生

は、新型コロナ拡大のため、残念ながら派

遣中止となった。 

◆旭陵祭について◆ 

 新型コロナウイルス感染症の感染拡大に

より、令和 2 年度の旭陵祭は中止となって

しまったが、ぎりぎりまで開催に向けての

準備が行われていた。以下は体育祭の企画

(巨大パネル)の未完の図案である。表に出

ることはなかったが、企画の生徒達の努力

や思いが感じられ、胸に迫るものがあっ

た。生徒会執行部や応援団の生徒も春休み

中に様々な準備や練習をしていた。 

◆ピクトグラム制作◆ 

6 月 30 日（火）7 限、１年生が、休校中

の『総合的な探究の時間』の課題であった

「オリジナルピクトグラム※」のプレゼン

テーションを行った。（※情報や案内、注



意などを伝えるための視覚記号のことで、

非常口や車椅子用であることを知らせるマ

ークなどのこと）自分の地域で興味関心の

あることや課題と感じたことに関するオリ

ジナルのピクトグラムを制作し、それがど

んな場所でどんな人達に向けて作ったもの

なのか、どんな効果や影響が得られるのか

をクラスで発表した。 

◆学校紹介 VTR 作成◆ 

例年、夏に行われていた中学生体験入学

が中止となり、秋に代替の体験入学を行っ

た。生徒会執行部の生徒たちが「生徒目線

の中津高校紹介 VTR」を作りたいと申し

出て、校内施設や部活動の様子を写した写

真に加え、ドローンによる空中から撮影し

た動画などを盛り込んで数か月をかけて作

成した。 

◆FMGIFU の収録に参加◆ 

FM GIFU のラジオ番組収録に３年生の

今井咲穂さんと熊澤里真さんが参加した。

ＦＭ GIFU と岐阜協立大学が、岐阜県の

高校生と企業の最前線で活躍する若手リー

ダーとの対談を企画し、本校の生徒と、本

校の卒業生でもある加藤製作所の加藤景司

代表取締役との対談が実現した。「高校生

にどんな力を付けて欲しいと思います

か？」などいくつかの質問がなされ、収録

は終始和やかな雰囲気で行われた。収録内

容は同年 11 月 29 日（日）13：55 からＦ

Ｍ GIFU の「学校では学べない授業～高

校生×若手リーダー～」で放送された。 

◆生徒一人一台タブレット始まる◆ 

12 月初旬に３年生に、１月下旬に１・

２年生に 1 人１台タブレットが導入され

た。１・２年生は１月中旬から使用を開始

した。学校教育のデジタル化を進める国

「GIGA スクール構想」の取り組みの一つ

であり、新型コロナウイルスの感染拡大を

受けて岐阜県の公立高校においても一気に

整備が加速された。タブレットを使用する

ことで、今までの授業の良いところを継続

しながら、タブレットならではの新しい教

育活動が可能になった。 

◆部活動の記録◆ 

♢ウエイトリフティング部 

・全国高校選抜大会に出場予定だったが、

新型コロナウイルス感染症拡大により中止 

♢音楽部（器楽） 

・第 44 回全国高等学校総合文化祭(2020

こうち総文 WEB 総文) 文化連盟賞 

・第 38 回県高校ギターマンドリン・邦楽 

合奏ｺﾝｸｰﾙ 優秀賞 

音楽部（器楽）は昨年度の県大会にて最

優秀賞を受賞し、第 44 回全国高等学校総

合文化祭器楽・管弦楽部門に出場予定だっ

たが、新型コロナウイルス感染症の影響を

受け、初めてインターネットを活用した

「WEBSOUBUN」として 7 月 31 日から

10 月 31 日までの３か月間にわたり開催さ

れた。録画した演奏をホームページ上で視

聴する形態で行われるため、7 月 31 日放

課後、会議室で希望した在校生を観客に招

いて録画を行った。 

 

 



【令和３年度(2021 年 4 月～2022 年 3 月)】 

◆新入生歓迎会◆ 

4 月 13 日（火）7 限に生徒会主催の新入

生歓迎会が行われた。例年は、２・３年生

との対面式も一緒に行うが、コロナ禍であ

るため歓迎会のみの実施となった。生徒会

長の挨拶に始まり、生徒会作成の工夫を凝

らした学校紹介や部活動紹介の VTR を放

映した。前期生徒会執行部が春休みから準

備を重ね、全校生徒が協力してこの会を成

功させることができた。 

◆第７4 回旭陵祭テーマ「一新紀元」◆ 

(1)文化の部 

 生徒も職員も前年度の旭陵祭を経験して

おらず、また感染症対策の必要もあり、

様々な面で手探りの中での実施となった。 

コロナ禍を鑑みて、各会場への入場者数

の制限、消毒、換気の徹底など、各種感染

症対策に細心の注意を払いながらの実施と

なった。美化委員会や保健委員会の協力を

得て、施設・座席を定期的に消毒すること

で、コロナ禍でも安全に文化祭を実施する

ことができた。なお、入場者数の制限のた

め外部公開は中止となった。 

例年と大きく異なった点は、体育館内の

入場制限で観覧できない生徒に対応するた

め、体育館での演示、演劇を特別教室に設

置したサテライト会場で中継したことと、

２・３年生の演示、演劇を選択制とした点

である。サテライト会場ではやや中継の不

具合もあったが、自分たちにできる範囲で

旭陵祭を楽しもうという生徒たちの創意工

夫の結果であり、画期的な試みであった。

また、２・３年生を選択制としたことで、

３年生は昨年度できなかったダンスに、２

年生の一部は演劇に挑戦するなど、クラス

毎の色を出せる選択制の良さを実感した。 

(2)体育の部 

体育の部では、体育委員会が前年度より

競技を思案し、これまでにない形態の競技

を取り入れて実施した。例えば、クイズ大

会や宝探しなどのレクリエーション競技を

行うことで、運動が苦手な生徒も楽しめる

工夫がなされ、生徒一人一人が活躍できる

新しい体育祭のモデルを示した。 

伝統の応援合戦は中止となったが、軍リ

ーダーとクリエーターの有志を中心に軍組

織を結成し、4 月末の結団式から６月末ま

での間、体育祭の活動で中心的な役割を果

たした。木製のパネルは今年度から布製に

なり、クリエーターの生徒たちがデザイン

から自分たちで考え、体育祭前日まで熱心

に制作している姿が見られた。軍リーダー

はコロナ禍でもできる応援の仕方を考える

とともに、競技での勝利を目指して種目の

人員配置等を担い、軍の先頭に立って軍団

員をまとめていた。 

体育祭で実施する種目は体育委員の生徒

達が中心となって考え、午前は場所を３か

所に分けた上でのレクリエーション種目、

午後は全校がグラウンドに集まって競技を

行うことになったが、２年ぶり、ましてや

コロナ禍での開催ということもあり、体育

委員を中心として運営する側も流れが掴め

ておらず、様々な面で試行錯誤しながら運

営を進める姿が見られた。 

 



◆夏休み明けオンライン授業◆ 

新型コロナウイルス感染症の拡大によ

り、夏休み明けから約１か月の長期に渡

り、オンライン授業が行われた。感染の収

束に伴い、３年生は９月 13 日から、１・

２年生は２７日から通常授業が再開となっ

た。 

◆生徒指導部から生徒支援部へ◆ 

 令和３年度より「生徒指導部」から「生

徒支援部」に分掌変更が行われた。生徒指

導部というと生徒の学校生活に対する規律

指導や身だしなみ指導が中心であるように

感じられるが、昨今「指導」の対象になる

ような問題行動は減少している現状から、

「生徒会」「教育相談」「部活動」「生活指

導」という四本の柱で生徒の学校生活をよ

り充実したものするための支援部として方

向性に舵を取った。今後は生徒の「自己育

成能力」「自己肯定感」「自己管理能力」を

育むことができるように、取組を計画・実

施することが重要になる。 

◆ボランティア参加証の運用開始◆ 

 大学入試等でボランティア活動参加証明

書を提出する機会も増えたこと、自分が参

加したボランティア記録の一覧を手元に残

すことを考慮し、令和 3 年度から「ボラン

ティア参加証」の運用を開始した。 

 年度初めに全校生徒に配布し、CCC 活

動の反省会時に持参して記録の記入と承認

印を受けることで正式に記録が残るもので

ある。 

 この参加証は証明書必要時に担当者に提

示することで証明書の発行が行える。 

◆旭陵留学関係◆ 

<令和３年度出発留学生氏名、派遣国及び

期間> 

３年 A 組 宮川芽依さん アメリカ 

３年 B 組 宮地菜摘さん アメリカ 

３年 D 組 原 優沙さん アメリカ 

第 17 期生は前年度から新型コロナウイ

ルス感染症の流行に伴い、本来は令和２年

度中に実施する認定証授与式が未実施だっ

たため、出発激励会と併せて実施した。 

７月 21 日（水）全校集会にて一人一言

ずつ、留学への意気込みを含め全校へ挨拶

を行った。 

※令和２年度出発予定であった第 16 期生

の渡航が新型コロナウイルス感染症の流行

に伴い中止になったため、特例として上記

第 17 期生は３名の選出となった。 

◆部活動の記録◆ 

♢陸上競技部 東海大会出場 

♢水泳部 東海総体水泳競技大会出場 

♢ウエイトリフティング部  

東海高校選抜大会 優勝 

全国高校総体   出場 

♢ギターマンドリン部 全国大会出場 



【令和４年度(2022 年 4 月～2023 年 4 月)】 

◆第７4 回旭陵祭について◆ 

旭陵祭テーマ「爽」 

⑴ 文化の部 

「爽」をテーマにコロナ禍を鑑みて、各

会場への入場者数の制限、消毒、換気の徹

底など、各種感染症対策に注意しながら実

施した。文化の部では、生徒会執行部およ

び文化委員会が中心となり企画、運営し

た。次年度以降につながる良いモデルにな

ったのではないかと考える。１年生は展示

を行い、２、３年生は演示・演劇からの選

択制とし、クラスで前向きに取り組めるよ

うにした。なお、今年は昨年度の反省を受

け、入場制限対策の「サテライト会場での

中継」はなしとした。 

⑵  体育の部 

体育の部では、体育委員会が前年度より

競技を思案し、楽しめる形態の競技も取り

入れて実施した。例えば、クイズ大会や借

り物競争などのレクリエーション競技を行

うことで、運動が苦手な生徒も楽しめる工

夫がなされた。先生の出場する競技も追加

され、笑顔で応援する生徒が印象的だっ

た。応援合戦は実施しなかったが、十分

に、生徒一人一人が活躍できる場であっ

た。 

 

◆CCC 活動について◆ 

今年度の CCC（Community Connection 

Club）活動は中津川市児童館のボランティ

アをはじめ、昨年度よりも実施する機会が

増えた。例年と比較すると、１・２年生の

参加割合も増え、充実した活動が行えた１

年間であった。 

◎活動の記録 

○中津川市市制 70 周年記念式典の司会ボ 

ランティア 

・中津川市市制 70 周年記念式典の司会 

業務 

○相可高校馬籠ボランティア 

 ・馬籠宿にて三重県立相可高等学校との 

交流、地元の魅力の紹介 

○児童センターボランティア 

 ・夏休みボランティア 

 ・こどもまつりボランティア 

○東児童館ボランティア 

 ・クリスマス会ボランティア 

○西児童館ボランティア 

 ・夏休みボランティア 

 ・クリスマス会ボランティア 

 

◆地域探究型学習について◆ 

本校は令和元年より、「地域課題探究型

学習事業」の実施校の指定を受け（県内で

13 校）ている。当事業は高校生が地域、

自治体、企業等と協働することにより、地

域の魅力を知るとともに地域課題を発見・

解決する学習を推進することを目的として

いる。令和４年度は新型コロナウイルス感



染症の状況をみながら、活動を校外に広げ

た。以下に今年度の活動実績を記す。 

●ＳＤＧｓを主軸とした探究活動 

・ 「SDGs 講演会」 

４月 28 日（木）中京学院大学 短期大

学部 小栗雅子准教授による「中津高生が

考える SDGs」講演会を、本校体育館にて

開催。対象は１，２年生。【「もしも」に備

える食】をテーマに、東濃地区の防災備蓄

品の現状を知り、家庭でできるローリング

ストックについて講演して頂いた。 

・ 「中津高生が考える SDGs」 

１，２年次生全員参加の「中津高生が考

える SDGs」プロジェクト。「総合的な探

究の時間」を活用し、１，２年生が合同で

活動した最大の取り組みである。昨年度の

反省を生かし、より深化した取り組みにし

た。地域で活躍する社会人をゲストティー

チャーとして招き、１，２年生が希望する

12 のゼミに分かれるゼミ形式での探究学

習を実施。プロジェクトは 7 月から 10 月

までと長期に渡ったが、最終出口として生

徒が、地域課題についてプレゼンテーショ

ンまで行うことができた。 

・ 「SDGｓ探究学習発表会」 

 ２年生の後期「総合的な学習の時間」の

主軸をなす取り組み。１年生の同時期に弁

論大会を実施したが、２年生では SDGs の

分野（社会・経済・環境・横断）に即して

学習を進めた。生徒は、興味のある新書や

新聞記事読んだり、また Forms のアンケ

ート機能を使ったりして、プレゼンテーシ

ョンにまとめた。クラス内発表を行い、ク

ラス代表者は１,２年の前で発表した。 

・ 「探究サロン」 

様々な分野で活躍する社会人などを講師

として招き、生徒が自身の生き方や将来の

職業選択について意識を高める機会として

実施。令和４度は全４回実施した。 

●東濃「教員のたまご事業」 

東濃地区の次世代の教育を担っていく生

徒たちに、中津川・東濃の教育に関心をも

ってもらうきっかけを提供する場として開

催。夏休みと春休みの時期を利用し参加

し、主に学習支援や部活動指導にあたっ

た。 

 

●ふるさと教育 

今年度 10 月より活動を開始した「地域

探究チーム」は中津川市都市建築課と連携

し、「高校生にとって居心地の良い駅前づ

くり」について考えた。 

 

◆県高校生英語プレゼンテーション大会◆ 

11 月 13 日（日）、２年 A 組の市川真帆 

さん、チャー純海君、渡邊梨央さんがチー

ムとなって「岐阜県高校生英語プレゼンテ

ーション大会」に出場し、多様性について

英語でスピーチを行い、優秀賞を受賞し

た。 

 

 

 



【令和５年度(2023 年 4 月～2024 年３月)】 

◆定期考査から単元テストへ◆ 

今年度、新しい試みとして中間考査を廃

止し、単元テストを行った。来年度より定

期考査を完全に廃止して評価テストを短期

間で細かく実施する取組みをスタートさせ

る。定期考査廃止に伴う、年間計画の見直

しや、評価テスト実施における改善点など

を行い、すべては生徒の自立した学習のた

めに、生徒と教員がコミュニケーションを

とり、今後は今以上に面倒見のよい中津高

校として、生徒１人１人の可能性を伸ばす

ことができる学校を目指す。 

 

◆1 年生「秋季研修プログラム」の実施◆ 

 将来の進路選択を念頭に置きつつ、学問

系統別の研修を行うことによって、進路希

望の実現に向けた関心と意欲を高め、ま

た、弁論大会につなげ、自己の進路研究を

深めることを目的に「秋季研修プログラ

ム」を行った。 

 

◆「旭陵留学プログラム」について◆ 

令和５年５月 1３日（土）第 17 期生に

よる帰国報告会を同窓会長・PTA 会長・

保護者・本校職員列席のもと実施した。第

17 期生が卒業後も、同窓会総会にて旭陵

留学で学んだことを発表した。また、これ

から留学に向かう生徒に向けた合宿にて、

補助として参加した。 

 

 

◆第７4 回旭陵祭について◆ 

旭陵祭テーマ 

「虹」～キャンバスをかきあげろ～ 

⑴ 文化の部 

今年度からコロナ前に戻し一般の方を招

待し実施した。来場者には虹色のリストバ

ンドをしてもらい、強制はしないが、感染

症予防を呼びかけて実施した。文化の部で

は、生徒会執行部および文化委員会が中心

となり企画、運営した。次年度以降につな

がる良いモデルになったのではないかと考

える。１年生は展示を行い、２年生は演

示、３年生は演劇とし、クラスで前向きに

取り組めるようにした。 

⑵ 体育の部 

今年度の旭陵祭体育の部は、試みとして

文化の部に続いて行わず９月に分離開催を

した。また、本年度より３つの軍ではな

く、６つの「TEAM」に分かれて行った。

体育委員会が前年度より競技を思案し、借

り物競争などのレクリエーション競技を行

うことで、運動が苦手な生徒も楽しめる工

夫がなされた。応援合戦は実施しなかった

が、十分に、生徒一人一人が活躍できる場

であった。 

◆部活動の記録◆ 

♢ウエイトリフティング部  

第 38 回 全国高校選抜大会出場 

♢ギターマンドリン部 全国大会出場 

♢水泳部 東海総体水泳競技大会 

♢弓道部 全国大会出場 



◆４年ぶりに対面での生徒総会の実施◆ 

４年ぶりに対面での生徒総会が行われ

た。しばらくの間、コロナ禍での感染対策

を考慮してオンラインでの開催をしていた

ため、体育館に全校生徒が集まって開催で

きたことで、気持ちを新たに頑張る生徒た

ちの姿を見ることができた。 

◆「第５回ＪＳＢＡ全日本ジュニアスノー

ボードテクニカル選手権高校女子の部」

で優勝◆ 

３年生の山室音逢さんがスノーボードの

「第５回ＪＳＢＡ全日本ジュニアスノーボ

ードテクニカル選手権高校女子の部」で優

勝した。優勝は第３回に続く２回目の受賞

となる。大会は３月に長野県小諸市で開か

れ、山室さんは規定三種目「フリーライデ

ィング」「フリーカービング」などでいず

れも１位に輝き優勝した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２０２３年４月２８日「中日新聞」 

◆ALT の帰国◆ 

今年度の夏休みまで５年間お世話になっ

たＡＬＴのヴィクトリア・ニコルス先生

が、母国であるイギリスに帰国された。ヴ

ィッキー先生で慣れ親しんだ授業やイング

リッシュランチなど、中津高校を楽しく盛

り上げてくださった。コロナ禍の始まりか

ら終わりまでいろいろと制限のある中で、

中津高校の教育に尽力してくださったこと

に感謝したい。 

◆ALT の着任◆ 

夏休み明けから新しく中津高校ＡＬＴと

してデヴィン・サンダーズ先生が来日され

た。デヴィン先生はアメリカ出身だが、神

戸で産まれ、アブダビで１５年間過ごし、

大学入学のタイミングでアメリカに移住し

た。高校ではバレーボールに熱中し、大学

ではアジアの歴史を専攻され、日本、韓

国、中国の歴史について学ばれた。日本語

がとても上手で、中津高校の着任式でも全

校生徒の前で日本語の挨拶をされた。ＡＬ

Ｔとして日本で働くことをとても嬉しく思

っており、多くの人との出会いを楽しみに

しているとお話になった。 

 

 

 

 

 

 

 



【令和 6 年度(2024 年 4 月～2025 年３月)】 

 

◆中学生体験入学について◆ 

 ７月 29 日・30 日の２日間、中学生体験

入学を実施しました。今年度は４月から中

学校への広報活動に力をいれた結果、前年

の 1.3 倍を超え、２日間で約 630 名の生

徒・保護者の参加があった。また、体験入

学の内容も見直し、中学生がより楽しんで

参加できる催しを実施した。本校の在校生

には、企画・運営に関わってもらい、生徒

会には、学校紹介ＶＴＲを作成してもらっ

た。多くの中学生・保護者のアンケート結

果より高評価をいただいた。今後も中津高

校の良いＰＲの場として本校の魅力を伝え

ていきたい。 

◆来年度に向けて◆ 

昨年度、新しい試みとして中間考査を廃

止したが、今年度より定期考査を完全に廃

止し、評価テスト（単元テスト）を短期間

で細かく実施する取組みを、年間を通して

スタートした。この１年間は定期考査廃止

に伴う年間計画の見直しや、評価テスト実

施における改善点などに尽力した。 

 また、今年度は特に広報活動に注力し、

中津高校を「自由にのびのび自分のペース

でやりたいことができる学校」をコンセプ

トとして広報するとともに、学校全体で共

有して教育活動を行った。ゼロからのスタ

ートであったが、概ね良好に運営できた。

すべては生徒の主体性や自立した学習のた

めに、生徒と教員がコミュニケーションを

とり、今以上に面倒見のよい中津高校とし

て、生徒１人１人の可能性を伸ばすことが

できる学校を目指そうと考えた。 

 今年度から校内教育支援センター「ほっ

とプレイス」を設置した。ほっとプレイス

は、学校や教室に居づらいなど、不登校傾

向の早期の段階から学習支援や相談支援を

受け、教室に戻していく支援をする場所で

あり、年間を通じて一定の利用があり、生

徒たちは、ひと息ついたり、相談をした

り、自分のペースで学習したりして、授業

に戻っていく姿が見られた。 

 今年度、特に目立ったのが生徒会の活動

であった。学校の日常を楽しくしたいか

ら、購買を復活させたいと考え、生徒たち

が業者と交渉して、月に１回程度の購買を

開催した。中津高校の入学希望者を増やす

ため、生徒会で中学校を回って PR したい

と意見が上がり、生徒による中学校訪問を

実施した。昨年度に続き新制服への検討も

行いながら服装について考えるなど、主体

的な生徒会の活動が見られた。 

昨年度に続き、今年度もひびきあい活動

で「生徒によるＬＨＲ運営」を実施した。

「生徒が自ら考え、自他を尊重する意識を

育む」という多面的なアプローチができる

テーマを設定しようと生徒達が考えた個性

のあるテーマ（「無人島に何を持って行

く？」、「中津高大革命」、「異性がおごるべ

きか否か」等）を題材にディベートを行っ

た。 

 

◆前期生徒会活動◆ 

 

◎中学生１日体験入学への協力 

－７月 29（月）～30 日（火）－ 

 ＊学校紹介：生徒会（動画） 

 ＊当日の案内：生徒会＋有志生徒 

◎「ここ数年で初の」購買･キッチンカー 

の運営 



＊いくつかの業者に依頼し、旭陵祭や 

平日の昼休み・放課後などに不定期 

に実施し、大好評を頂く。 

 

◎購買の運営 

 

 

◎「初！生徒による中学校訪問」の実施 

 →大反響を得る 

◎制服検討アンケート・署名実施 

 

◆後期生徒会活動◆ 

 

◎ハロウィンイベント実施       

◎校則・制服に関するアンケート実施 

◎共通テスト受験応援（昨年より企画変更 

版）3 年所属教員からの応援メッセージ 

掲示 

◎予餞会 －２月 28 日（金）－ 

 

◆旭陵祭について◆ 

 

 

 「大革命」をテーマに実施。一般の方を

招待して行った。来場者には大革命の丸い

ステッカーを胸に貼ってもらい実施した。

雨の為初日は傘袋を、両日ともに靴袋を渡

し快適に過ごして頂いた。 

 文化の部では、生徒会執行部および文化

委員会が中心となり企画、運営した。次年

度以降につながる良いモデルになったので

はないかと考える。１年生は展示を行い、

２年生は演示、３年生は演劇とし、クラス

で前向きに取り組めるようにした。 

 体育の部は、今年も文化の部に続いて行

わず９月に分離開催をし、熱中症対策とし

て午前中の半日開催とした。また、本年度

は昨年と違い１年生のクラス数が減った

為、３つの「TEAM」、すなわち学年別開

催をした。体育委員会が前年度より競技を

思案し、借り物競争などのレクリエーショ

ン競技を行うことで、運動が苦手な生徒も

楽しめる工夫がなされた。応援合戦は実施

しなかったが、十分に、生徒一人一人が活



躍できる場であった。 

◎体育委員会担当より 

今年度の体育祭は前年度と違い、３つの

「TEAM」＝学年別とし、昨年同様一般公

開として開催した。２年前までは、３つの

軍リーダーとクリエーターの有志を募集し

ていたが、学年別 TEAM を編成し競技に

参加した。２つ目はエキシビジョンマッチ

としてクラス対抗リレーと部活動リレーの

参加を募った。３つ目は昨年のアイディア

を踏襲し各クラスで「企画布」を作成し、

そのすべてをグラウンドに展示して「チア

ーボード」の役割を担った。 

 かつての軍リーダーは学年リーダーとし

て応援、体育委員の手伝い等を行った。初

めて学年別対抗で行ったが、みんなが知っ

ているメンバーで行うため、親近感の湧く

体育祭となった。 

 体育祭で実施する種目は前年の体育委員

の生徒達が中心となって考えたものを、今

年度の体育委員が「学年別」に合わせ変更

を考慮し決定してくれた。自分たちで、計

画・運営をする中で色々と工夫して行う姿

がみられ、当日を迎えることができた。 

 当日は天気にもめぐまれ、競技が行われ

た。「学年 TEAM」競技・エキシビジョン

マッチを通して交流が深まり、保護者の見

守る中生徒達の楽しんでいる姿が印象的で

あった。しかし、本年度は全力で取り組み

過ぎて救護室に運ばれる生徒も増え、多く

の人に心配を与えてしまった。新しい

TEAM で体育祭を楽しめたことが大きか

ったが、今後さらによくできるようにして

いきたい。 

◎文化委員会担当より 

 文化祭は、体育館への入場制限なく行わ

れた。一般開放をするということで、来場

者には「大革命ステッカー」を貼ってもら

い、各委員会の生徒や、先生方がしていな

い方へ声掛けをするということで、警備を

かねた実施となった。図書委員会には受付

を担当してもらったが、傘袋や靴袋も渡し

てもらい、多忙となり申し訳なかった。文

化祭としては生徒会執行部、各委員会、各

クラスが協力することで、無事に文化祭を

行うことができた。まだまだ油断できない

感染症も心配されたが、なにより無事でよ

かった。 

 その中で文化委員会は、文化祭を盛り上

げようと門の制作を行った。委員の生徒た

ちは、デザインから設計そして制作まで、

できる限り自分たちの力で取り組もうと努

力した。短い準備期間ではあったが、全員

が協力してくれたおかげで、満足度の高い

作品を完成させることができた。また、今

年度は文化祭を盛り上げるべく、先生方の

顔写真を加工したアクリルアクセサリーの

景品を手作りし、当選者に配布するなど大

忙しだった。 

 司会は選挙管理委員会にお願いし負担軽

減ができたし、感染症が５類移行後でも保

健委員会の協力を得て換気をし、安全に実

施することができた。もちろん演劇部を始

め運営に取り組む生徒一人一人の協力が、

成功には欠かせなかったように感じる。毎

年改良を加えながら、来年度も生徒たちが

よりよい旭陵祭を作り上げていってくれる

ことを期待する。 

◆CCC 活動について◆ 

今年度も多くの CCC（Community 

ConnectionClub）活動を行った。例年実

施している各中津川市児童館でのボランテ



ィアなどに加え、今年度岐阜県で開催され

た第 48 回全国高等学校総合文化祭におけ

る新聞部門の大会運営補助や、中津川市馬

籠宿での外国人観光客に向けた英語ガイド

ボランティアなど、初の実施となった活動

も多くあったが、生徒たちも積極的に参加

しており、とても良い経験となった。 

 

◆「探究ガイダンス」の実施（１年生）◆ 

 

①目的 

興味のある学部・学科への理解を深め、

学部に関わる課題をグループで研究、発表

することで、より学部研究を深める。ま

た、弁論大会に向けた活動の参考にする。 

②内容 

 秋季研修にかわり、今年度は探究ガイダ

ンスを行った。経済・経営、心理、情報、

看護、人文、機械・電気・電子、保健衛

生、栄養にわかれ、大学の先生の講義を聞

き、その後グループでの討議を行った。学

問や学部に関する探究学習は年間を通して

行っているが、グループ討議をして自らの

考えを深めるのは初めての経験であったた

め、12 月の文理選択の決定に向け、大い

に参考になったと思われる。 

【経済・経営】 生徒数 ４６名 

経済と経営は相互に関連していることを

踏まえ、中津川市の経済を活性化させる政

策を考える。 

参加校：岐阜協立大学 

【心理】 生徒数 ２１名 

グループごとに心理学の用語を調べ、そ

の実証実験などについて発表する。 

参加校：人間環境大学 

【情報】 生徒数 １３名 

コンビニの売り上げデータを分析する活

動を通し、データ活用のノウハウを知る。 

参加校：愛知工業大学 

【看護】 生徒数 １７名 

看護学部のカリキュラムを知り、自分の

将来に繋げて考える。 

参加校：中京学院大学 

【人文】 生徒数 １９名 

「人間」「文学」「語学」「社会」様々な

分野を包括した人文の特徴の説明。ガイダ

ンス後半では、グループ学習を通して他者

の考え方等を知る活動を行った。 

参加校：東海学院大学 

【機械・電気・電子】 生徒数 ２５名 

災害が起きたときにどう機械を関わら

せ、効果を最大限生かせるかのグループワ

ークを行った。 

参加校：金沢工業大学 

【保健衛生】 生徒数 １１名 

立ち上がり動作を３つの相に分解し、そ

れぞれどのような力がどこにかかるのかを

分析する。また、負荷をかけた時にどのよ

うな影響を及ぼすかなど、実践を通してリ

ハビリについて触れる。 

参加校：名古屋学院大学 

【栄養】 生徒数 ９名 

食べ物カードを用いてバランスの良い献

立を塩分なども考えて作る。 

参加校：岐阜女子大学 

 

 

 

 

 

 

 



【令和 7 年度(2025 年 4 月～2026 年３月)】 

 

 ※120 周年記念式典等の記事を含めて 

現在執筆途中。年度末に完成予定。 



定時制 この10年のあゆみ 

 

平成28年度（2016年4月～2017年3月） 

4月8日 入学式 

5月20日 PTA総会 

吉村正和会長を選出 

6月3日 うどん打ち 

7月18日 生活体験作文発表会(ふれあい会館) 

本校代表 岡﨑 星那（1A） 

7月20日 BBQ大会 

9月27日 旭星祭（1日目）文化の部 

文化祭テーマ「Sirius」 

1A動画「CRAYアニメ」 

2A演示「おどろき！（科学マジック）」 

3A動画「おもしろCM」 

4A動画「○○してみたシリーズ」 

職員演示 「中津川太鼓」 

9月28日 旭星祭（2日目）芸術鑑賞の部 

「ペレス・プラード楽団（マンボ演奏）」 

11月29～12月1日 修学旅行3・4年生 

（沖縄2泊3日） 

1月20日 餅つき大会 

2月23日 校誌 星しるべ 第31号完成 

3月1日 第66回卒業証書授与式 

 

＊学校長 纐纈康雄 副校長 西垣幸司 

国語 奥村秀雄  地歴公民 山田政春 

数学 渡辺浩幸 理科 舩坂一貴 

保健体育 加藤貴裕 英語 西尾靖彦 

養護教諭 安江恵利 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

平成29年度（2017年4月～2018年3月） 

4月8日 入学式 

5月19日 PTA総会 

安藤美穂会長を選出 

6月2日 うどん打ち 

7月15日 生活体験作文発表会（ふれあい会館） 

本校代表 川口 杏菜（4A） 

7月21日 生徒会行事 BBQ大会 

9月27日 旭星祭（1日目）文化の部 

文化祭テーマ「One for All, All for One」 

1A演示「中津川太鼓～響け！13人の音魂～」 

2A展示「mosaic art」 

3A展示「会場の演出」 

4A演示「踊ってみた！」 

職員演示 

「トーンチャイム演奏～星に願いを～」 

9月28日 旭星祭（2日目）芸術鑑賞の部 

「ザ☆リタイアーズ」 

1月19日 餅つき大会 

2月23日 校誌 星しるべ 第32号完成 

3月1日 第67回卒業証書授与式 

 

＊学校長 今井―三 副校長 松井千昭 

国語 奥村秀雄  地歴公民 山田政春 

数学 渡辺浩幸 理科 舩坂一貴 

保健体育 加藤貴裕 英語 西尾靖彦 

養護教諭 安江恵利 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



平成３０年度（2018年4月～2019年3月） 

4月8日 入学式 

5月18日 PTA総会 

安藤美穂会長を選出 

6月21日 うどん打ち大会 

7月7日 定時制70周年記念大会 

7月14日 生活体験作文発表会（ふれあい会館） 

本校代表 野口 新晴（1A） 

7月20日 生徒会行事 大BBQ大会 

9月27日 旭星祭（1日目）文化の部 

文化祭テーマ 

「一祭合祭～全力で挑む生徒たち～」 

1A展示「モザイクアート～つながり～」 

2A展示「会場の演出」 

3A動画 「JUST DO IT」 

4A・職員演示「中津川太鼓～響～」 

9月28日 旭星祭（2日目）芸術鑑賞の部 

「楽団・是より木曽路」 

11月20日～22日 修学旅行3・4年生 

（沖縄2泊3日） 

1月11日 餅つき大会 

2月22日 校誌 星しるべ 第33号完成 

3月1日 第68回卒業証書授与式 

 

＊学校長 今井―三 副校長 岩木隆義 

国語 垂見紘汰  地歴公民 山田政春 

数学 渡辺浩幸 理科 舩坂一貴 

保健体育 加藤貴裕 英語 西尾靖彦 

養護教諭 安江恵利 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



令和元年度（2019年4月～2020年3月） 

4月8日 入学式 

5月17日 PTA総会 

島田正己会長を選出 

6月28日 うどん打ち大会 

7月13日 生活体験作文発表会（ふれあい会館） 

本校代表 三好 翔偉（4A） 

9月25日 旭星祭（1日目）文化の部 

文化祭テーマ「一致団結」 

1A展示「ポップアップアート」 

2A・職員演示 

「中津川太鼓～俺たちの挑戦～」 

3A展示「３A切り絵写真館」 

4A展示「感想用紙投函箱、作ってみました」 

9月26日 旭星祭（2日目）芸術鑑賞の部 

「中津川市民吹奏楽団」 

1月17日 餅つき大会 

2月21日 校誌 星しるべ 第34号完成 

3月1日 第69回卒業証書授与式 

3月3日～（新型コロナウイルス蔓延防止の為、

休校） 

 

＊学校長 森井静子 副校長 加藤久視 

国語 垂見紘汰   地歴公民 山田政春 

数学 石川真里佳  理科 舩坂一貴 

保健体育 加藤貴裕 英語 西尾靖彦 

養護教諭 安江恵利 

 

※ 年明けより、忌まわしきコロナ時代の幕

開けとなってしまいました（泣） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



令和２年度（2020年4月～2021年3月） 

4月8日 入学式 

4月10日～5月29日 

（新型コロナウイルス蔓延防止の為、休校） 

5月15日 PTA総会（新型コロナウイルス蔓延防 

止の為、紙面開催） 

PTA会長 松原 裕香 

6月1日～ 登校  

9月24日 旭星祭 文化の部  

文化祭テーマ 

「輝翔」～一人一人が輝こう～」 

1A動画「キセキ動画」 

2A展示「灯篭」 

3A演示「OKINAWA」 

4A演示「中津川太鼓」 

10月3日 生活体験作文発表会（大垣商業高校） 

本校代表 奥野 杏菜（2A） 

2月22日 校誌 星しるべ 第35号完成 

3月1日 第70回卒業証書授与式 

 

＊学校長 森井静子 副校長 今井雅人 

国語 垂見紘汰  地歴公民 山田政春 

数学 石川真里佳 理科 島﨑隼一 

保健体育 加藤貴裕 英語 西尾靖彦 

養護教諭 安江恵利 

 

※食の行事ができなくなってしまいました。

コロナの影響です！でも、文化祭は実施で

きました。小規模な学校が幸いしまし

た！！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



令和３年度（2021年4月～2022年3月） 

 

4月8日 入学式 

5月14日 PTA総会（新型コロナウイルス蔓延防 

止の為、紙面開催） 

 PTA会長 小椋 里香 

6月5日 岐阜県高等学校定時制通信制総合体育

大会（岐阜市） 

個人 ダブルス 北原・坂元 3位（男子の部） 

7月10日 生活体験作文発表会（ふれあい会館） 

本校代表 川邉 天海（4A） 

8月27日～ オンライン授業 

4年次 ～9/10（金） 

1～3年次 ～9/24（金） 

※9月28～29日 

旭星祭（文化の部・芸術鑑賞の部）  

新型コロナウイルス蔓延防止のため中止 

11月19日 文化発表会（旭星祭代替行事） 

1A「ピクトグラム」 

2A「中津川の銘菓紹介マップ」 

3A「中津高等学校について」 

4A「春には桜も笑顔も満開で」 

2月22日 校誌 星しるべ 第36号完成 

3月1日 第71回卒業証書授与式 

 

＊学校長 森井静子 副校長 今井雅人 

国語 垂見紘汰  地歴公民 山田政春 

数学 石川真里佳 理科 島﨑隼一 

保健体育 岡島大祐 英語 西尾靖彦 

養護教諭 土本倫代 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

オンライン

授業です 



令和４年度（2022年4月～2023年3月） 

 

4月8日 入学式 

6月28日 PTA総会(紙面開催) 

PTA会長 北原守雄 

7月9日 生活体験作文発表会（ふれあい会館） 

本校代表 巢山 海人（4A） 

9月25日 旭星祭（1日目）文化の部 

文化祭テーマ 

「～Only One みんなが主役～」 

1A展示「フォトスポット」 

2A展示「教室のジオラマ」 

3A動画「キセキ動画」 

4A展示「巨大切り絵」 

9月26日 旭星祭（2日目）芸術鑑賞の部 

「中津川市民吹奏楽団」 

11月17～18日 修学旅行4年生 

（大阪・京都1泊2日） 

2月22日 校誌 星しるべ 第37号完成 

3月1日 第72回卒業証書授与式 

 

＊学校長 市川浩通  副校長 岩島章雄 

国語 堀内翔太   地歴公民 山田政春 

数学 今井紅樹   理科 島﨑隼一 

保健体育 岡島大祐 英語 西尾靖彦 

養護教諭 土本倫代 

 

 

 

 

 

 



令和５年度（2023年4月～2024年3月） 

4月8日 入学式 

5月12日 PTA総会 

北原守雄会長を選出 

6月3日 岐阜県高等学校定時制通信制総合体育

大会（岐阜市） 

個人 ダブルス 北原・橋本 優勝（男子の部） 

6月16日 うどん打ち大会 

7月8日 生活体験作文発表会（ふれあい会館） 

本校代表 吉田 光汰 （2A） 

8月15～18日 全国高等学校定時制通信制 

バドミントン大会（小田原市） 

     個人 ダブルス 北原・橋本 出場 

9月10日 東海定通体育大会（静岡市） 

個人 ダブルス 北原・橋本 出場 

9月26日 旭星祭（1日目）文化の部 

文化祭テーマ 

「CONNECT～みんなでやりきろう～」 

1A展示「バルーンアート」 

2A展示「フォトスポット」 

3A展示「これが３年生」（切り絵） 

4A展示「皆は知らない私たちの景色」 

(ちぎり絵) 

職員「トーンチャイム」 

9月27日 旭星祭（2日目）芸術鑑賞の部 

「楽団・是より木曽路」 

11月9～10日 修学旅行4年生 （東京１泊２日） 

12月15日 同窓生と語る会（4年生対象） 

1月12日 餅つき大会 

2月27日 校誌 星しるべ 第38号完成 

3月1日 第73回卒業証書授与式 
 

＊学校長 市川浩通 副校長 田中誠二 

国語 堀内翔太  地歴公民 安藤真奈美 

数学 可知嘉文 理科 千藤恵 

保健体育 岡島大祐 英語 西尾靖彦 

養護教諭 土本倫代 

食の行事復活！ 



令和６年度（2024年4月～2025年3月） 

4月8日 入学式 

5月10日 PTA総会 

今井江利子会長を選出 

6月7日 うどん打ち大会 

7月12日 生徒会行事「五平餅づくり」 

7月13日 生活体験作文発表会(ふれあい会館) 

本校代表 吉田 光汰（3A） 

9月25日 旭星祭 

文化祭テーマ「なにクソ根性～みんなで文

化祭を成り立たせよう～」 

1A展示「トリックアート」 

2A展示「つまようじアート」 

3A展示「ミニ縁日」 

4A展示「最後の協力」（立体アート） 

職員「職員バンド」 

10月17～18日 修学旅行 4年生 

（大阪・京都１泊２日） 

10月29日 芸術鑑賞「中津川市民吹奏楽団」 

12月13日 同窓生と語る会（全校対象） 

1月10日 餅つき大会 

2月26日 校誌 星しるべ 第39号完成 

3月1日 第74回卒業証書授与式 

 

＊学校長 市川浩通 副校長 工藤正紀 

国語 堀内翔太  地歴公民 安藤真奈美 

数学 可知嘉文 理科 千藤恵 

保健体育 伊神航汰 英語 西尾靖彦 

養護教諭 三品仁美 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



令和７年度（2025年4月～2026年3月） 

4月8日 入学式 

5月16日 PTA総会 

吉田進会長を選

出 

6月23日 うどん

打ち大会 

7月11日 生徒会

行事「室内ゲーム

大会」 

7月12日 生活体験作文発表会（ふれあい会館） 

本校代表 坂井 礼美 （3A） 

 

＊学校長 田並千穂 副校長 工藤正紀 

国語 堀内翔太  地歴公民 安藤真奈美 

数学 可知嘉文 理科 千藤恵 

保健体育 岡島大祐 英語 松井宏剛 

養護教諭 三品仁美 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

この10年の同窓役員 

平成28年度   会長   佐藤和男 

       副会長  可知幸夫 西尾晃司 

           鵜飼俊之 

平成29年度  会長  西尾晃司 

      副会長 鵜飼俊之 安江傳二 

           古田精廣 

平成30年度 会長  西尾晃司 

       副会長 鵜飼俊之 安江傳二 

            古田精廣 

令和元年   会長  西尾晃司 

       副会長  鵜飼俊之 安江傳二 

           古田精廣 

令和2年度  会長  西尾晃司 

       副会長 鵜飼俊之 安江傳二 

           古田精廣 

令和3年度  会長  西尾晃司 

       副会長 鵜飼俊之 安江傳二 

           古田精廣 

令和4年度  会長    安江傳二 

       副会長 古田精廣 下條啓二郎 

            野村俊也 

令和5年度  会長  安江傳二 

       副会長 古田精廣 下條啓二郎 

            野村俊也 

令和6年度  会長  下條啓二郎 

       副会長 古田精廣 野村俊也 

           柴田政則 

令和7年度  会長  下條啓二郎 

       副会長  古田精廣  柴田政則 

           大脇  信三 

 



学級担任一覧（平成28年度～令和7年度）

26 27 28 25 26 27 28

HR 担任 1年 2年 3年 HR 担任 1年 2年 3年 4年

正 田並　正 西山敏伸 西山敏伸 正 天田義人 舩坂一貴 渡辺浩幸 加藤貴裕

副 外田有梨 田村　遥 千藤　恵 副 奥村秀雄 奥村秀雄 山田　茂 奥田秀雄

正 野村　毅 塚田一隆 佐藤邦彦

副 川畑力大 佐藤恭子 田村　遥

正 中島由加里 曽我純一 塚田一隆

副 山田和生 堀川尚美 堀川尚美

正 八橋　想 小栗毅石 喜多川　博

副 佐藤恭子 坂本奈菜子 川畑力大

正 伊藤英紀 伊藤英紀 伊藤英紀

副 堀川尚美 野村　毅 山田　茂

正 塚田一隆 中島由加里 若森　明

副 加藤信介 小栗和成 野村　毅

27 28 29 26 27 28 29

HR 担任 1年 2年 3年 HR 担任 1年 2年 3年 4年

正 田並　正 坂本奈菜子 坂本奈菜子 正 松井光雄 舩坂一貴 西尾靖彦 西尾靖彦

副 木下文太 杉本知宏 野村　毅 副 奥村秀雄 奥村秀雄 奥村秀雄 山田政春

正 加藤信介 髙澤亜紗子 大野智史

副 山田和生 佐々孝市 八橋　想

正 八橋　想 八橋　想 西山敏伸

副 河合大輔 佐藤恭子 佐々孝市

正 高澤亜紗子 加藤信介 加藤信介

副 松木詠史 小林主殿 杉本知宏

正 小林主殿 神谷謙光 小栗毅石

副 外田有梨 外田有梨 川畑力大

正 杉本知宏 小栗毅石 神谷謙光

副 川畑力大 木下文太 滝　俊治

28 29 30 27 28 29 30

HR 担任 1年 2年 3年 HR 担任 1年 2年 3年 4年

正 原田　健 髙田奈央美 三輪奈央美 正 市川義視 舩坂一貴 舩坂一貴 渡辺浩幸

副 纐纈麻衣 山田　茂 山田　茂 副 奥村秀雄 山田政春 山田政春 山田政春

正 田並　正 佐藤邦彦 北村卓也

副 滝　俊治 山田和生 松木詠史

正 大野智史 北村卓也 佐藤邦彦

副 河合大輔 松木詠史 千藤　恵

正 北村卓也 白川功貴 白川功貴

副 長瀬昌平 曽我純一 佐々孝市

正 髙田奈央美 原田　健 神谷謙光

副 山田和生 安江侑里子 川畑力大

正 曽我純一 田並　正 田並　正

副 松木詠史 尾下美沙都 丸毛祐哉

29 30 1 28 29 30 1

HR 担任 1年 2年 3年 HR 担任 1年 2年 3年 4年

正 伊藤英紀 佐藤恭子 佐藤恭子 正 渡辺浩幸 渡辺浩幸 垂見紘汰 舩坂一貴

副 西尾美咲 伊藤英紀 伊藤英紀 副 山田政春 奥村秀雄 山田政春 山田政春

正 喜多川博 外田有梨 佐藤邦彦

副 杉﨑壮芽 若森　明 河村美都紀

正 木下文太 木下文太 木下文太

副 堀川尚美 河村美都紀 松下　誠

正 外田有梨 喜多川博 喜多川博

副 佐藤恭子 赤池仁美 佐々孝市

正 塚田一隆 塚田一隆 山内智介

副 千藤　恵 山上昭司 玉木智子

正 田村　遥 杉本知宏 丸毛祐哉

副 若森  明 堀川尚美 小栗毅石

平成29年度卒業

令和元年度卒業

平成30年度卒業

A

A

全日制

年度

A

定時制

B

C

D

年度

年度

平成28年度卒業
年度

A

E

平成28年度卒業
年度

平成29年度卒業

年度

平成30年度卒業

F

A

B

C

D

A

B

C

D

E

年度

令和元年度卒業

年度

A

B

C

D

E

F

A

E

F

F



学級担任一覧（平成28年度～令和7年度）

30 1 2 29 30 1 2

HR 担任 1年 2年 3年 HR 担任 1年 2年 3年 4年

正 大野智史 大野智史 大野智史 正 加藤貴裕 舩坂一貴 石川真里佳 石川真里佳

副 杉﨑壮芽 川畑力大 山上昭司 副 奥村秀雄 西尾靖彦 山田政春 山田政春

正 西山敏伸 杉﨑壮芽 杉﨑壮芽

副 松田康正 西尾実咲 松井友希

正 八橋　想 西山敏伸 西山敏伸

副 西尾実咲 松井友希 西尾実咲

正 稲葉華絵 滝　俊治 滝　俊治

副 松岡　寛 千藤　恵 藤谷桜子

正 滝　俊治 岩川秀之 松岡　寛

副 濱田真成 山上昭司 今井章子

正 曽我純一 松岡　寛 岩川秀之

副 今井章子 鶴見亮斗 渡辺優士

1 2 3 30 1 2 3

HR 担任 1年 2年 3年 HR 担任 1年 2年 3年 4年

正 北村卓也 北村卓也 北村卓也 正 加藤貴裕 加藤貴裕 加藤貴裕 島﨑隼一

副 山田　茂 川畑力大 森田英紀 副 西尾靖彦 西尾靖彦 山田政春 土本倫代

正 若森　明 曽我純一 曽我純一

副 伊藤葉子 安喜桂志 塚田一隆

正 曽我純一 佐藤邦彦 佐藤邦彦

副 松田康正 櫻井　心 佐々孝市

正 八橋　想 若森　明 若森　明

副 櫻井　心 浅井幹公 川畑力大

正 塚田一隆 玉木智子 藤谷桜子

副 今井章子 松木詠史
大野光也
小栗毅石

正 濱田真成 松原由布子 松原由布子

副 松木詠史 塚田一隆 浅井幹公

2 3 4 1 2 3 4

HR 担任 1年 2年 3年 HR 担任 1年 2年 3年 4年

正 佐藤恭子 佐藤恭子 佐藤恭子 正 垂見紘汰 島﨑隼一 垂見紘汰 島﨑隼一

副 西堀楓也 伊藤彰朗 塚田一隆 副 西尾靖彦 西尾靖彦 土本倫代 西尾靖彦

正 山内智介 松井友希 市川　潤

副 佐々孝市 山田　茂 福手智範

正 八橋　想 市川　潤 北村卓也

副 今井希香 今井章子 山田　茂

正 河村美都紀 山内智介 山内智介

副 山田　茂 太田智基 丹羽みなみ

正 濱田真成 丸毛祐哉 太田智基

副 鶴見亮斗 西尾実咲
大野光也
小栗毅石

正 丸毛祐哉 西尾　豊 西尾　豊

副 伊藤葉子 鶴見亮斗 森田英紀

3 4 5 2 3 4 5

HR 担任 1年 2年 3年 HR 担任 1年 2年 3年 4年

正 大野智史 西山敏伸 山内智介 正 垂見紘汰 岡島大祐 山田政春 岡島大祐

副 今井希香 稲垣日向子 大野光也 副 西尾靖彦 山田政春 今井紅樹 西尾靖彦

正 岩川秀之 牧野聖也 田中香帆

副 稲垣日向子 三輪奈央美 三輪奈央美

正 櫻井　心 曽我純一 牧野聖也

副 洞田和伸 西堀楓也 山上昭司

正 渡辺優士 岩川秀之 岩川秀之

副 山上昭司 田中香帆 丹羽みなみ

正 喜多村有香 藤谷桜子 藤谷桜子

副 西堀楓也 今井章子 河合祐一

正 西山敏伸 喜多村有香 曽我純一

副 下野良介 山上昭司 伊藤昭嘉

令和5年度卒業

令和4年度卒業

令和3年度卒業

令和2年度卒業

A

A

A

A

年度

年度

C

D

E

C

F

令和2年度卒業

年度

D

E

F

A

B

C

D

E

F

A

B

年度

A

B

C

D

E

F

令和3年度卒業

年度

令和4年度卒業

年度

令和5年度卒業

A

B

年度

年度



学級担任一覧（平成28年度～令和7年度）

4 5 6 3 4 5 6

HR 担任 1年 2年 3年 HR 担任 1年 2年 3年 4年

正 若森　明 市川　潤 岩川秀之 正 石川真里佳 堀内翔太 堀内翔太 千藤  恵

副 下野良介 塚田一隆 佐藤邦彦 副 山田政春 今井紅樹 西尾靖彦 西尾靖彦

正 佐藤邦彦 佐藤邦彦 市川　潤

副 天木絵理 福手智範 奥村宏昭

正 渡辺優士 天木絵理 天木絵理

副 西尾実咲 糸魚川さつき 若森　明

正 石川真里佳 若森　明 小林正樹

副 洞田和伸 渡邊　琉
西部太喜
山上昭司

正 安江侑里子 小林正樹 中村大器

副 松原由布子 中村大器
塚田一隆
吉田絵里

正 松井友希 安江侑里子 曽我純一

副 糸魚川さつき 松原由布子
牛丸竜輝
西山敏伸

5 6 7 4 5 6 7

HR 担任 1年 2年 3年 HR 担任 1年 2年 3年 4年

正 太田智基 北村卓也 北村卓也 正 岡島大祐 安藤真奈美 堀内翔太 岡島大祐

副 原田琉也 古川紘成 伊神航汰 副 土本倫代 千藤   恵 西尾靖彦 可知嘉文

正 北村卓也 稲垣日向子 天木絵理

副 森田英紀 山内武司 西山敏伸

正 渡辺優士 牧野聖也 牧野聖也

副 洞田和伸 井上雄一郎 今井紅樹

正 西堀楓也 福井智也 福井智也

副 中田和寿 森田英紀 大田和歩

正 喜多村有香 渡辺優士 西堀楓也

副 太田陽介 今井章子 青山　理

正 稲垣日向子 西堀楓也 田口誠也

副 今井章子 糸魚川さつき 森田英紀

6 7 8 5 6 7 8

HR 担任 1年 2年 3年 HR 担任 1年 2年 3年 4年

正 田中香帆 田中香帆 正 可知嘉文 安藤真奈美 安藤真奈美

副 大野光也 磯部　徹 副 千藤  恵 伊神航汰 可知嘉文

正 山内智介 稲田静香

副 稲田静香
今井章子
佐藤恭子

正 佐藤恭子 佐藤邦彦

副 伊藤昭嘉
北川幸久
佐藤恭子

正 庄村景士 庄村景士

副 丹羽みなみ 渡辺優士

正 喜多村有香 古川紘成

副 山代香乃 牛丸竜輝

正

副

7 8 9 6 7 8 9

HR 担任 1年 2年 3年 HR 担任 1年 2年 3年 4年

正 市川　潤 正 可知嘉文 松井宏剛

副 吉田絵里 副 伊神航汰 千藤  恵

正 小林正樹

副 丹羽みなみ

正 西部太喜

副 山内武司

正 岩川秀之

副 田中梨帆

正 喜多村有香

副 栗田尚宏

正 中村大器

副 若森　明

7 8 9 10

HR 担任 1年 2年 3年 4年
正 堀内翔太
副 千藤  恵

A

A

令和9年度卒業

令和8年度卒業

令和7年度卒業

令和6年度卒業

A

A
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B

C

D

E

令和6年度卒業

年度

F

A

B

C

D

令和7年度卒業

年度

E

F

年度

年度

年度

年度

年度

令和10年度卒業

A

B

C

令和8年度卒業

年度

C

D

E

F

D

E

F

A

B

令和9年度卒業

年度



部活動顧問一覧

年度 陸上 卓球 剣道
男子

バレーボール
女子

バレーボール

男子
バスケットボー

ル

女子
バスケットボー

ル
テニス ソフトテニス

平成
２８年度

山田茂・小林 高澤・（伊藤英）
佐々
（外田）・（篠原）

小栗毅・（千藤） 田並・土本 原田・滝 高田・松木
杉本・大野
長瀬・（長尾）

喜多川・可知

平成
２９年度

山田茂・坂本 伊藤・塚田
佐々・外田
（篠原）

小栗毅・白川 田並・土本 原田・滝 高田・松木
杉本・大野
杉﨑・（長瀬）

喜多川・可知

平成
３０年度

山田茂・丸毛 伊藤・松田
佐々・外田
可知・（篠原）

小栗毅・白川 土本・田並 滝・千藤 三輪・松木
杉本・大野
杉﨑・（長瀬）

喜多川・山上

令和
元年度

山田茂・丸毛 伊藤・松田
佐々・伊藤
（篠原）

小栗毅・鶴見
可知

土本・鶴見
可知

滝・千藤 山内智・松木
杉﨑・大野・青山
可知（長瀬）

喜多川・山上

令和
２年度

山田茂・丸毛 松原・安喜 佐々 小栗毅・鶴見 土本・浅井・原 滝・西堀 山内智・松木
杉﨑・大野・青山
（長瀬）

喜多川・山上

令和
３年度

山田茂・丸毛 下野・松原 小栗毅・藤谷 浅井・今井希 西堀・西尾豊 山内智・市川 大野智・稲垣 山上・喜多川

令和
４年度

山田茂・丹羽
北村

下野・松原 小栗毅・田中香
藤谷・牧野
（田中修）

西堀・西尾豊
三輪

山内智・稲垣
三輪

石川・市川 山上・喜多川

令和
５年度

中田・北村 河合・松原
中村・佐藤邦 藤谷・牧野

（田中修）
西堀・西尾豊
三輪

山内智・稲垣
三輪

市川・小林
田中香・原田
山上

令和
６年度

中田・山内武
・丹羽

稲垣・北村
（松原）

中村・牛丸
（荒畑）

牧野・稲田 西堀・西尾豊 山内智・庄村 佐藤邦・奥村
田中香・山代
・山上

令和
７年度

中田・丹羽
・天木

北村・山内武
中村・牛丸
（荒畑）

牧野・稲田
西堀・西尾豊
（片田）

庄村・伊神 佐藤邦・北川 田中香・田口

運動系部活動顧問一覧（全日制）



部活動顧問一覧

年度
男子ハンドボー

ル
硬式野球 サッカー 水泳

ウエイトリフ
ティング

弓道

平成
２８年度

加藤・纐纈麻 野村・西山・北村 木下・佐藤邦 曽我・纐纈麻 小栗和・川畑 神谷・田村・（原）

平成
２９年度

加藤・安江侑 野村・西山・北村 木下・佐藤邦 曽我・西尾 小栗和・川畑 神谷・田村・（原）

平成
３０年度

濱田
可知・外田

西山・北村・松岡 木下・佐藤邦
曽我
佐藤恭・可知

小栗和・川畑 神谷・河村・（原）

令和
元年度

濱田・桜井 松岡・北村・西山 木下・佐藤邦 曽我・松田 川畑・青山 岩川・松井（宮田）

令和
２年度

濱田・桜井 松岡・北村・西山 佐藤邦・渡辺 曽我 川畑・青山 岩川・松井（宮田）

令和
３年度

桜井・北村 青山・西山・鶴見 渡辺・佐藤邦 曽我・伊藤昭 川畑・太田 岩川・松井（宮田）

令和
４年度

北村・三輪 青山・西山・福手 渡辺・佐藤邦 曽我・大野光 川畑・太田
岩川・松井・大橋
（宮田）

令和
５年度

青山・西山・福手 渡辺・太田陽 曽我・伊藤昭嘉 太田智・山上
岩川・安江
・糸魚川（宮田）

令和
６年度

青山・西山・西部 渡辺・福井 曽我・井上
小林・古川
（中田高）

岩川・市川
糸魚川（宮田）

令和
７年度

青山・西部・大田 渡辺・福井 西山・今井紅
小林・栗田
（中田高・熊谷）

岩川・市川
（宮田）

運動系部活動顧問一覧（全日制）



年度
音楽

（吹奏楽）

音楽
（ギターマンド

リン）
演劇

ADC
（美術）

ＡＤＣ
（コンピュータ）

平成
２８年度

高橋・河合
坂本・堀川
（尾関）

若森・塚田 八橋・佐藤邦 山田和・田村

平成
２９年度

高橋・尾下
坂本・塚田
（尾関）

若森・西尾 八橋・佐藤邦 山田和・田村

平成
３０年度

今井・赤池
堀川・塚田
（河内）

若森・稲葉 八橋・佐藤邦 西尾・山田和

令和
元年度

今井・松下
塚田・玉木
（河内）

若森・佐藤恭 八橋・河村 西尾・山田和

令和
２年度

今井章・藤谷
・今井希

塚田・玉木
（河内）

若森・佐々・
石原

八橋 西尾・山田和

令和
３年度

今井章・森田
塚田・喜多村
（河内）

若森・佐々 洞田・大野光 西尾・大野光

令和
４年度

今井章・森田
塚田・喜多村
（河内）

若森・天木 洞田・大野 西尾・糸魚川

令和
５年度

今井章・森田
塚田・喜多村
（河内）

若森・天木 洞田・大野 渡邊琉・丹羽

令和
６年度

今井・森田・近藤
塚田・喜多村
石原（河内）

若森・天木

令和
７年度

今井・森田
・伊藤昭

喜多村
・田中梨
（河内）

磯部・若森

洞田・大野・吉田・伊藤

洞田・大野・古川・吉田

文化系部活動顧問一覧（全日制）



年度 茶道 書道 理科 C・C・C

平成
２８年度

千藤・外田
佐藤恭
滝・（岩田）

石原・伊藤英
山田和

北村

平成
２９年度

外田・石原
佐藤恭
滝・（岩田）

千藤・石原
（山田和）・（伊藤）

伊藤

平成
３０年度

外田・石原
佐藤恭
千藤（岩田）

山田和・石原
吉田・伊藤

伊藤

令和
元年度

伊藤葉・石原 河村・八橋
石原・山田和
伊藤英・吉田

河村

令和
２年度

佐藤・伊藤葉
（鎌田）

河村 山田・石原

令和
３年度

佐藤恭・石原
（鎌田）

大橋・石原

令和
４年度

佐藤恭・石原
（鎌田）

大橋（岩田）

令和
５年度

佐藤恭・石原
（鎌田）

令和
６年度

佐藤恭・石原
（鎌田）

令和
７年度

佐藤恭・石原
（鎌田）

文化系部活動顧問一覧（全日制）



部活動の記録 運動系（全日）  

東海大会は６位以上、県大会は３位以上、地区

大会は優勝の記録 

 

陸上競技部 

(H27) 

東濃 IH予選 

 女子100H 新田１位 

 女子400H 磯谷１位  

東濃総体 

 女子100m 原１位 

東濃高校新人陸上大会 

 女子やり投 阪上１位 

岐阜県秋季陸上大会 

 男子400m 山本2位 

(H28) 

岐阜県秋季陸上大会 女子400Ｈ塩内3位  

(H29) 

東濃 IH予選 

 女子100m原1位 

東濃高校新人陸上大会 

男子走幅跳古田1位 

女子砲丸投工藤1位、女子400m1位 

 女子フィールド総合優勝 

(H30) 

東濃 IH予選 

やり投げ 工藤1位    

(R1) 

東濃 IH予選 

男子砲丸投優勝、女子走高跳優勝 

東濃地区高校総体  

男子砲丸投優勝 

女子走幅跳優勝、女子三段跳優勝 

東濃地区高校新人陸上大会（３位入賞のみ） 

男子三段跳優勝、男子砲丸投優勝 

岐阜県インターハイ予選 

 女子走幅跳3位 

岐阜県高等学校新人陸上競技選手権大会 

男子砲丸投2位 

(R2) 

岐阜県高等学校新人陸上競技大会 

男子走幅跳3位 

東濃地区高校新人陸上大会 

女子800m優勝 

女子三段跳優勝 

(R3) 

岐阜県高校総体  

 男子砲丸投げ 4位 

岐阜県高校新人陸上競技大会 

 男子三段跳び2位 

地区高校総体 

 男子400m優勝 

 男子走り幅跳び優勝 

 男子三段跳び優勝 

 女子三段跳び優勝 

(R4) 

東濃地区総体 

男子800m 優勝 

東海地区高校新人 

女子走幅跳 4位 

女子やり投げ 2位 

(R6) 

東濃地区総体 

男子砲丸投 優勝 

東濃地区高校新人大会 

男子砲丸投 優勝 

男子円盤投 優勝 

女子４×４００ｍリレー 優勝 

 

 

サッカー部 

(H29) 

岐阜県高等学校総合体育大会兼第６４回全国兼

東海高等学校総合体育大会サッカー競技東濃地

区予選及び県予選 東濃地区優勝 

(H30) 

岐阜県高等学校新人大会 県3位 

(R2) 

岐阜県高等学校新人大会地区予選 1位 

 

 

バレーボール女子 

(R6) 

東濃地区秋季新人大会 

 ブロック優勝 

 



硬式テニス部 

(H29) 

県新人大会兼全国選抜テニス大会  

男子団体 県3位 

(H30) 

県総体兼全国・東海総体予選 

 男子団体県3位 

 

 

ソフトテニス部 

(R6) 

東濃地区学年別大会（１年生の部） 

 糸井川・山野井ペア 優勝 

岐阜県高校新人大会東濃地区予選大会（個人戦）  

 洞田・谷口ペア 優勝 

  

 

ハンドボール部(廃部) 

(H27) 

東濃地区総合体育大会1位（優勝） 

(H30) 

岐阜県高校ハンドボール選手権大会第3位 

 

 

硬式野球部 

(R4) 

第１０４回全国高校野球選手権岐阜大会 

ベスト１６ 

(R5) 

第７６回秋季岐阜県高等学校野球大会 

 ベスト１６ 

 

 

水泳部 

(H27) 

県高校総体水泳競技大会 

男子200m平泳ぎ 柘植3位 

 男子200m個人メドレー 柘植1位 

男子200m個人メドレー 里見5位 

県高校新人水泳競技大会 

 男子200m自由形 柘植2位 

男子100m平泳ぎ 柘植2位 

(H28) 

県高校総体水泳競技大会 

男子200m個人メドレー柘植2位 

 男子200m個人メドレー柘植2位 

 女子50m自由形池戸2位 

 女子100m自由形池戸3位 

県高校新人水泳競技大会 

 女子50m自由形池戸2位 

 女子100m自由形池戸3位 

(H29) 

県高校総体水泳競技大会 

男子50m自由形西戸3位 

 女子50m自由形池戸3位 

(H30) 

県高校総体水泳競技大会（６月） 

女子50m自由形池戸3位 

(R1) 

県高校新人水泳競技大会（９月） 

 男子100m自由形石丸5位 

 女子50m自由形原4位 

 女子100m自由形原3位 

地区高校総体水泳競技大会 

 男子50m自由形石丸優勝 

 男子100m自由形石丸優勝 

女子100m背泳ぎ古井優勝 

(R5) 

県高校新人水泳競技大会 

 男子50m自由形 優勝 

(R6) 

県高校総体水泳競技大会 

 男子50m自由形 優勝 

男子100m自由形 優勝 

全国高校総体水泳競技大会 

 男子50m自由形 出場 

 

 

ウエイトリフティング部 

(H27) 

東海高校選抜大会 

53kg 吉田2位 

女子 熊谷2位 

全国高校選抜大会 



53kg 吉田8位、 女子 熊谷3位 

県高校総体（学校対抗 2位） 

53kg 吉田優勝、 69kg 西尾2位 

77kg 鷲見2位、 94kg 若森2位 

105kg 太田優勝、 女子 熊谷優勝 

東海高校総体（学校対抗 6位） 

53kg 吉田優勝、  77kg 鷲見6位 

94kg 若森3位、  105kg 太田2位 

女子  熊谷2位、   

東濃地区高校総体（学校対抗 優勝） 

56kg 吉田優勝、  85kg 鷲見優勝 

94kg 若森優勝、  105kg 太田優勝 

女子‐ 熊谷優勝 

全国高校女子大会 

熊谷 9位 

全国高校総体 

53kg 吉田出場、 77kg 鷲見出場  

94kg 若森31位 

国民体育大会 

53kg（スナッチ）吉田15位 

（C&J）  吉田19位 

東濃地区高校秋季大会 

53kg 宮川優勝、  69kg 松浦優勝 

94kg 若森優勝、  105kg太田優勝 

女子‐ 熊谷優勝 

県新人大会 

53kg 宮川優勝、  62kg 坂本2位 

62kg 松浦2位、  85kg 若森2位 

94kg 太田優勝 

(H28) 

東海高校選抜大会  

男子53kg宮川4位、男子69kg松浦4位、 

男子94kg若森2位、男子105kg太田優勝 

全国高校選抜大会 

 男子105kg太田7位 

県高校総体 

 学校対抗 3位        

男子53kg宮川2位、男子56kg坂本3位 

男子94kg若森2位、男子105kg太田優勝 

男子105kg青木5位 

東海高校総体 

男子94kg若森3位、男子105kg太田優勝 

東濃地区高校総体 

男子53kg宮川優勝 

男子105kg若森優勝、男子+105kg太田優勝 

男子94kg藤井優勝 

全国高校総体 

 男子94kg若森19位、男子105kg太田出場 

東濃地区高校秋季大会 

男子53kg宮川優勝、 

男子94kg青木優勝 

女子階級別三尾優勝 

女子階級別藤井優勝 

県新人大会 

53kg宮川2位、男子56kg春日井優勝 

男子77kg松浦2位、男子85kg今井3位 

男子105kg青木2位 

女子階級別三尾2位 

女子階級別藤井2位 

(H29) 

東海高校選抜大会 

女子階級別三尾2位、女子階級別藤井2位 

男子77kg松浦3位、男子85kg今井2位 

岐阜県高校総体 

女子階級別三尾2位、女子階級別藤井2位 

男子53kg宮川2位、男子56kg坂本優勝 

男子77kg松浦優勝、男子77kg今井3位 

男子94kg太田2位、男子105kg青木2位 

学校対抗 2位 

東海高校総体 

女子階級別三尾4位、女子階級別藤井2位 

男子53kg宮川5位、男子77kg松浦3位 

男子77kg今井6位 

学校対抗 7位 

東濃地区高校総体 

女子階級別三尾優勝、女子階級別藤井優勝 

男子h53kg鈴木優勝、男子77kg松浦優勝 

男子85kg今井優勝、男子105kg青木優勝 

学校対抗 優勝 

東濃地区高校秋季大会 

 女子階級別三尾勝、女子階級別藤井優勝 

男子53kg鈴木優勝、男子62kg春日井優勝 

男子105kg青木優勝 

県新人大会 

女子階級別三尾優勝、 

女子階級別藤井 優勝 

男子62kg春日井優勝 

男子94kg太田優勝 

(H30) 

東海高校選抜大会 



女子階級別三尾4位、女子階級別藤井優勝 

男子62kg春日井5位、男子94kg太田3位 

男子105kg青木3位  

全国高等学校選抜大会 

女子階級別藤井7位 

岐阜県高校総体 

女子階級別三尾優勝、女子階級別深萱優勝 

女子階級別藤井優勝 

男子62kg春日井優勝、男子94kg太田優勝 

男子105kg青木2位 

学校対抗 2位 

東海高校総体 

女子階級別三尾 3位、女子階級別深萱優勝、 

女子階級別藤井優勝 

男子94kg太田4位、男子 105kg青木4位 

学校対抗 6位 

東濃地区高校総体 

 女子階級別井端優勝、女子階級別深萱優勝 

男子53kg鈴木優勝 

男子62kg春日井優勝 

男子94kg太田優勝 

全国高校女子選手権大会 

深萱19位、藤井 8位 

全国高校総体 

男子62kg春日井35位 

男子94kg太田32位 

東濃地区高校秋季大会 

女子階級別井端優勝、女子階級別深萱優勝、 

男子55kg鈴木優勝、男子 96kg太田優勝 

県新人大会 

女子階級別井端優勝、女子階級別松田優勝、 

女子階級別深萱優勝 

男子55kg鈴木2位、男子 89kg太田優勝 

(R1) 

東海高校選抜大会  

 女子階級別3位、2位、優勝 

※女子最優秀選手賞獲得 

男子55kg3位、男子89kg優勝 

全国高等学校選抜大会 

 女子階級別5位 

岐阜県高校総体（学校対抗3位） 

女子階級別優勝、女子階級別優勝 

男子61kg優勝、男子67kg3位 

男子81kg3位、男子89kg2位 

東海高校総体 

女子階級別2位、2位、優勝 

男子61kg5位 

全国高校女子選手権大会 

階級別15位、階級別5位 

全国高校総体        

61kg30位、89kg30位 

国民体育大会        

少年61kg（Snatch）7位 (C＆J)6位 

女子階級別（Snatch）15位 （C&J）12位 

岐阜県新人大会          

女子 階級別優勝、階級別優勝、階級別優勝 

男子 55kg 2位、61kg 優勝、3位 

男子81kg 2位 

全日本女子選抜大会 

女子階級別 9位、6位 

(R2) 

第25回 東海高校選抜大会  

女子階級別 優勝 

 男子55kg 7位、 男子67kg 4位 

男子67kg 6位、 男子81kg 5位 

※C&J大会新記録。 

岐阜県高校総体 

女子階級別優勝、  女子階級別優勝 

女子階級別優勝、  男子55kg 2位、 

男子61kg 2位、  男子67kg 優勝、 

男子89kg 優勝、 男子96kg 2位 

学校対抗 2位 

東濃地区高校総体 

女子階級別 優勝、 女子階級別 優勝 

男子55kg 優勝、  男子61kg 優勝 

男子67kg 2位、  男子89kg 優勝 

男子96kg 優勝、 

学校対抗 優勝  ※県高校新記録 

全国高校通信記録会 

女子階級別 10位、 女子階級別 6位 

女子階級別 3位 

男子55kg 35位、 男子61kg 47位 

男子67kg 43位、 男子89kg 38位 

岐阜県新人大会          

男子61kg優勝、  男子61kg 2位 

男子67kg 2位、  男子67kg 4位 

男子89kg 優勝、 男子96kg 優勝 

(R3) 

東海高校選抜大会  

 61kg 6位、 67kg 3位 



67kg 5位、 89kg 優勝※大会新記録 

96kg 優勝※大会新記録 

岐阜県高校総体 

61kg 優勝、 61kg 2位 

67kg 3位、 73kg 優勝 

81kg 2位、 89kg 優勝 

96kg 優勝、  

学校対抗 優勝 

東海高校総体 

67kg 4位、 73kg 3位 

89kg 2位、 96kg 優勝 

学校対抗 ５位 

全国高校総体 

67kg 29位、73kg  25位 

岐阜県新人大会          

55kg 2位、 67kg 3位 

81kg 4位、102kg 優勝 

(R4) 

東海高校選抜大会  

81kg 3位、102kg 優勝 

岐阜県高校総体 

女子55kg 2位、55kg 3位、 

67kg 2位、 67kg 3位、 

89kg 優勝、 102kg 優勝 

学校対抗 3位 

東海高校総体 

89kg 4位、 102kg 2位 

学校対抗 ９位 

全国高校総体 

102kg 17位 

※国民体育大会に+102kg級で選出される 

国民体育大会 

＋102kg 7位 

岐阜県新人大会          

女子49kg 優勝、 61kg 優勝 

61kg 2位、 67kg  4位 

73kg 2位、 89kg  優勝 

(R5) 

東海高校選抜大会  

61kg 4位、 61kg 5位 

73kg 6位、 89kg 2位 

全国高校選抜大会 

男子89kg級 出場 

岐阜県高校総体 

W55kg 優勝、61k 優勝 

61kg 2位、 81kg 優勝 

89kg 優勝、  

学校対抗 2位 

東海高校総体 

W55kg  2位、 81kg  5位 

89kg  3位 

全国高校総体 

W55kg 出場、 61kg 出場 

61kg 出場、  81kg 出場 

89kg 出場 

国民体育大会「燃ゆる感動かごしま国体」 

96kg  10位 

岐阜県新人大会          

W55kg 優勝、 61kg  優勝 

61kg  3位、 67kg  2位 

73kg  2位 

(R6) 

東海高校選抜大会  

61kg 3位 

全国高校選抜大会 

W55kg 8位 

岐阜県高校総体（学校対抗 2位） 

W59kg 優勝、 61kg  優勝 

61kg  2位、 61kg  3位 

67kg  優勝、 73kg  2位 

73kg  3位、 89kg  2位 

89kg  3位、 96kg  3位 

東海高校総体（学校対抗6位） 

61kg 2位、  67kg 優勝 

73kg 4位、  81kg 5位 

全国高校総体 

W59kg 4位、 61kg 8位 

61kg  29位、 67kg 13位 

81kg  28位、 

国民スポーツ大会「SAGA2024」 

61kg 4位 

岐阜県新人大会          

W55kg 3位、 61kg  優勝 

67kg  優勝、 67kg  2位 

67kg  3位、 96kg  優勝 

96kg  2位 

 

 

 



弓道部 

(H27) 

岐阜県高等学校新人大会東濃地区予選大会 

女子個人 田口優勝 

(H28) 

全国高等学校弓道選抜大会東濃地区予選大会 

 女子団体 Ｂチーム優勝 

女子個人 岡田優勝 

県高等学校新人大会弓道競技東濃東地区予選会 

男子個人 山田優勝 

岐阜県高等学校新人大会弓道競技団体 

女子団体 優勝 

(H29) 

総合体育大会東濃東地区予選大会 

女子団体 Aチーム優勝 

女子個人 三浦美月 

岐阜県東濃地区高等学校総合体育大会 

男子団体2位 

(H30) 

全国高等学校弓道選抜大会岐阜県予選団体 

女子団体3位 

(R1) 

総合体育大会 東濃東地区予選大会 

男子団体優勝＆２位 

全国高等学校弓道選抜大会 東濃地区予選大会 

 男子団体優勝 

 女子団体優勝 

 

 

 

卓球部 

(R4) 

東濃地区学年別卓球選手権大会 

 男子シングルス 優勝 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



部活動の記録 文化系（全日） 

 

 

 

音楽部（吹奏楽部） 

(H27) 

中部日本吹奏楽コンクール 岐阜県大会 

 大編成の部 銅賞 

岐阜県吹奏楽コンクール A編成の部銅賞 

(H28) 

中部日本吹奏楽コンクール 岐阜県大会 

 大編成の部 銅賞 

岐阜県吹奏楽コンクール 

 A編成の部銅賞 

(H29) 

中部日本吹奏楽コンクール岐阜県大会 

 大編成の部 銅賞 

岐阜県吹奏楽コンクール 

  A編成の部 銅賞 

(H30) 

中部日本吹奏楽コンクール 岐阜県大会 

 大編成の部 銅賞 

岐阜県吹奏楽コンクール 

 A編成の部 銅賞 

岐阜県アンサンブルコンテスト東濃地区大会 

 フルート四重奏 金賞   

サクソフォン五重奏 金賞   

中部日本・個人重奏コンテスト個人の部 

フルート(松本) 金賞 

トロンボーン（酒井） 金賞 

(R1) 

中部日本吹奏楽コンクール 岐阜県大会 

 大編成の部 銅賞 

岐阜県吹奏楽コンクール 

A編成の部 銅賞 

(R3) 

中部日本吹奏楽コンクール県大会 銅賞 

(R4) 

中部日本吹奏楽コンクール県大会 銅賞 

(R5) 

中部日本吹奏楽コンクール県大会 銅賞 

(R6) 

岐阜県吹奏楽コンクール東部地区大会Ｂ編成 

銀賞 

中部日本吹奏楽コンクール県大会大編成 

 銀賞 

 

 

音楽部（ギターマンドリン部） 

(H27) 

県高校ギタマン・邦楽合奏コンクール奨励賞 

岐阜県高校連合音楽会 

銀賞、岐阜県教育委員会賞 

(H28) 

県高校連合音楽会銀賞 

全国高校ギタマン音楽コンクール優良賞 

県高校ギタマン・邦楽合奏コンクール優秀賞  

(H29) 

東海選抜高等学校ギタマンフェスティバル 

努力賞 

県高等学校連合音楽会銀賞 

全国高校ギタマンﾝ音楽コンクール努力賞 

みやぎ総文2017器楽部門文化連盟賞 

県高校ギタマン・邦楽合奏コンクール優秀賞 

(H30) 

東海選抜高等学校ギタマンフェスティバル 

努力賞 

県高等学校連合音楽会金賞 

全国高校高校ギタマン音楽コンクール優良賞 

信州総文2018器楽部門文化連盟賞 

県高校ギタマン・邦楽合奏コンクール優秀賞 

(R1) 

東海選抜高等学校ギタマンフェスティバル 

努力賞 

県高等学校連合音楽会銀賞 

全国高校ギタマン音楽コンクール優良賞 

佐賀総文2019器楽部門文化連盟賞 

県高校ギタマン・邦楽合奏コンクール最優秀賞 

(R2) 

こうち総文器楽部門文化連盟賞 

県高校ギタマン・邦楽合奏コンクール優秀賞 

(R3) 

岐阜県高等学校連合音楽会 

岐阜県教育委員会賞 

全国高校ギタマン音楽コンクール努力賞 

県高校ギタマン・邦楽コンクール最優秀賞 

(R4) 



岐阜県高等学校連合音楽会 

岐阜県教育委員会賞 

全国高校ギタマン音楽コンクール努力賞 

県高校ギタマン・邦楽合奏コンクール 

優秀賞 

(R5) 

全国高校ギタマン音楽コンクール努力賞 

県高校ギタマン・邦楽合奏コンクール兼全国高

等学校総合文化祭ぎふ大会器楽･管弦楽部門プ

レ大会 

優秀賞 

(R6) 

全国高校ギタマン音楽コンクール努力賞 

県高校ギタマン、邦楽合奏コンクール努力賞 

 

 

演劇部 

(H27) 

東濃地区合同公演「◎（まる）」優秀賞受賞 

 

(H28) 

東濃地区合同公演 安藤個人賞 

(H29) 

東濃地区合同公演  

「エンドロールが泣いている」優秀賞 

(H30) 

地区大会「いざ行け生徒会！」優秀賞 

県大会「いざゆけ生徒会！」  奨励賞 

(R1) 

地区大会「ルポルタージュ・エコル」優秀賞 

県大会「ルポルタージュ・エコル」 奨励賞 

東濃地区合同公演「銀河旋律」優秀賞 

(R3) 

地区大会「あの夏、虹色の雲を見た」優秀賞 

県大会 「あの夏、虹色の雲を見た」奨励賞 

(R4) 

地区大会「イチイから咲く青い薔薇」優秀賞 

県大会 「イチイから咲く青い薔薇」奨励賞 

東濃地区合同公演「カフェ、てらす」優秀賞 

(R5) 

東濃地区合同公演「ありのままの私で」優秀賞 

(R6) 

地区大会「第一章 吾唯足るを知る」優秀賞 

県大会 「第一章 吾唯足るを知る」奨励賞 

 

 

ADC部（美術部） 

(H27) 

岐阜県高等学校総合文化祭絵画部門 

 優秀賞  磯村 

奨励賞  西野 

入選   桃井 

岐阜県美術展青年の部絵画部門 

 入選  早川 

(H28) 

岐阜県高等学校総合文化祭絵画部門 

入選  田澤、早川、桃井 

(H29) 

岐阜県青少年美術展青年部絵画部門 

入選 吉川    

岐阜県高等学校総合文化祭絵画部門 

入選 桃井、小加部、小倉、吉川 

(H30) 

清流の国ぎふ芸術祭・美術展絵画部門     

入選 佐藤、坂巻、千藤、森本  

岐阜県高等学校総合文化祭絵画部門      

入選 坂巻  

(R1) 

清流の国ぎふ芸術祭 ぎふ美術展絵画部門    

入選 千藤、森本、飯野、高橋、可児、塚田 

岐阜県高等学校総合文化祭絵画部門 

 入選 可児   

(R2) 

岐阜県高等学校総合文化祭 美術・工芸展 

絵画部門 

入選 可児、青木 

(R3) 

岐阜県青少年美術展絵画部門 

 入選 青木 

ぎふ美術展自由表現部門 

 奨励賞 松葉 

 入選  森  

東濃地区高校美術展 

 優秀賞 大野、三浦 

奨励賞 青木 

岐阜県高等学校総合文化祭 美術・工芸展 

デザイン部門 

入選  青木、三浦        



絵画部門 

入選 大野  

岐阜県高等学校総合文化祭ポスターコンクール 

 優秀賞 青木 

 入選  松葉 

(R4) 

東濃地区高校美術展 

 優秀賞 市岡、三浦、三尾 

奨励賞 後藤     

岐阜県高等学校総合文化祭 美術・工芸展 

デザイン部門入選 市岡、三浦、後藤、三尾        

(R5) 

東濃地区高校美術展 

 優秀賞 後藤、亀井、三尾、吉村、成瀬         

全国総合文化祭プレ大会 美術・工芸展 

デザイン部門奨励賞  亀井、成瀬     

 デザイン部門入選 後藤、三尾、吉村、安江     

 

 

書道部(現在廃部) 

(H27) 

岐阜県美術展青年部書道部門 

入選 曽我、三尾 

(H28) 

岐阜県青少年美術展青年部 

入選 三尾 

岐阜県高等学校総合文化祭書道展 

共同作品の部 

奨励賞 

(H29) 

岐阜県青少年美術展青年部（書道） 

入選 成瀬 

岐阜県高等学校総合文化祭書道展 

共同作品の部 

奨励賞 

(H30) 

岐阜県青少年美術展青年部（書道） 

入選 浅倉、吉村、今井 

(R1) 

岐阜県青少年美術展青年部（書道） 

入選 田口    

岐阜県高等学校総合文化祭 奨励賞 

(R3) 

岐阜県青少年美術展書道部門 

 入選 １名 

(R4) 

岐阜県青少年美術展（書道部門） 

 入選２名 

 

 

理科部（現在廃部） 

(H27) 

びわこ総合文化祭 化学の部 

「光の干渉を用いたシャボン膜の計測」 

文化連盟賞 

岐阜県高等学校総合文化祭第 24 回自然科学系

部活動研究発表・交流会 

「割れにくいシャボン玉を作るには」奨励賞 

 



全日制卒業生の状況

１　年度別卒業生数（旧制）                                                

第１回

２　年度別卒業生数（新制）

回数 卒業年次 農業科 工業科 商業科 普通科 本校 分校
第 1回 昭和25.3 63 55 123 10
第 2回 昭和26.3 67 63 60 191 31 16
第 3回 昭和27.3 22 73 79 279 33 50
第 4回 昭和28.3 20 50 139 205 47 47
第 5回 昭和29.3 30 56 171 246 43 90
第 6回 昭和30.3 32 65 172 251 42 100
第 7回 昭和31.3 28 61 169 237 45 85
第 8回 昭和32.3 28 54 273 32 65
第 9回 昭和33.3 27 65 286 25 56
第10回 昭和34.3 33 73 284 31 80
第11回 昭和35.3 26 69 270 42 76
第12回 昭和36.3 30 72 277 33 73
第13回 昭和37.3 32 76 279 27 52
第14回 昭和38.3 28 77 272 47 73
第15回 昭和39.3 27 250 38 82
第16回 昭和40.3 30 275 29 64
第17回 昭和41.3 41 345 48 68
第18回 昭和42.3 44 361 68 129
第19回 昭和43.3 46 353 63 105
第20回 昭和44.3 349 57 101
第21回 昭和45.3 338 40 94
第22回 昭和46.3 328 46 131
第23回 昭和47.3 309 43 25
第24回 昭和48.3 315 47 28
第25回 昭和49.3 315 36 73
第26回 昭和50.3 312 32
第27回 昭和51.3 314 31
第28回 昭和52.3 349 18
第29回 昭和53.3 350 28
第30回 昭和54.3 352 9
第31回 昭和55.3 351 12
第32回 昭和56.3 347 6
第33回 昭和57.3 346 12
第34回 昭和58.3 346 12
第35回 昭和59.3 340 6
第36回 昭和60.3 308 9
第37回 昭和61.3 393 9
第38回 昭和62.3 386 5
第39回 昭和63.3 391 10
第40回 平成 1.3 402 11
第41回 平成 2.3 398 15
第42回 平成 3.3 415 10
第43回 平成 4.3 414 16
第44回 平成 5.3 358 15
第45回 平成 6.3 357 12
第46回 平成 7.3 353 14
第47回 平成 8.3 292 13
第48回 平成 9.3 297 7
第49回 平成10.3 275 4
第50回 平成11.3 274 9
第51回 平成12.3 275 9
第52回 平成13.3 239 13
第53回 平成14.3 232 13
第54回 平成15.3 242 11
第55回 平成16.3 233 8
第56回 平成17.3 236 11
第57回 平成18.3 233 9
第58回 平成19.3 197 18
第59回 平成20.3 250 10
第60回 平成21.3 235 7
第61回 平成22.3 232 8
第62回 平成23.3 242 11
第63回 平成24.3 197 13
第64回 平成25.3 196 9
第65回 平成26.3 200 8
第66回 平成27.3 200 8
第67回 平成28.3 199 10
第68回 平成29.3 192 8
第69回 平成30.3 202 7
第70回 平成31.3 194 5
第71回 令和2.3 194 3
第72回 令和3.3 199 11
第73回 令和4.3 186 8
第74回 令和5.3 190 11
第75回 令和6.3 178 6
第76回 令和7.3 181 4

654 909 790 21,285 1,567 1,763
31,252 人

高等女学校 岐阜県中津高校
明治４１.３～昭和２３.３ 4,252

 昭和２４．３ 32

全日制課程 定時制課程

卒業生総数



中津高校（全日制）歴代 PTA会長  

平成 28年度～令和 7年度まで 

 

平成 28年度 小椋 武志 

平成 29年度 市川 賢一  

平成 30年度 片田 直樹  

令和元年度  糸魚川 謙一 

令和 2年度  佐藤 貢一  

令和 3年度  北原 典明 

令和 4年度  杉﨑 栄治 

令和 5年度  吉川 幸輝  

令和 6年度  纐纈 尉文 

令和 7年度  三尾 紀子 

 

 

 

 

中津高校（定時制）歴代 PTA会長  

平成 28年度～令和 7年度まで 

 

平成 28年度 吉村 正和 

平成 29年度 安藤 美穂  

平成 30年度 安藤 美穂  

令和元年度  島田 正己 

令和 2年度  松原 裕香  

令和 3年度  小椋 里香 

令和 4年度  北原 守雄 

令和 5年度  北原 守雄  

令和 6年度 今井江利子 

令和 7年度 吉田  進   

 

 



 

中津高校歴代同窓会長（定時制同窓会長） 

 

平成 28年度 水野 賢一 （佐藤 和男） 

平成 29年度 水野 賢一 （西尾 晃司）  

平成 30年度 水野 賢一 （西尾 晃司） 

令和元年度  水野 賢一 （西尾 晃司）  

令和 2年度  水野 賢一 （西尾 晃司） 

令和 3年度  水野 賢一 （西尾 晃司） 

令和 4年度  水野 賢一 （安江 傳二） 

令和 5年度  水野 賢一 （安江 傳二） 

令和 6年度  間 龍一郎 （下條啓二郞） 

令和 7年度  間 龍一郎 （下条啓二郞） 

 

 

 

 



沿革年表 平成２８年度～令和７年度 

 

平成２８年（２０１６） 

４月 CCC活動を立ち上げる 

７月 ギターマンドリン部全国大会で優良賞を受賞する 

 ８月 ウエイトリフティング部が全国大会に出場する 

１０月 はじめてオープンキャンパスを開催する 

    アクティブラーニングの手法を取り入れた授業改善を研究する 

 

平成２９年（２０１７） 

 ４月 今井一三氏、第３４代校長となる（１日） 

    旭陵祭ワークショップを実施する 

 ７月 ギターマンドリン部全国大会で努力賞を受賞する 

 ８月 ギターマンドリン部みやぎ総文で文化連盟賞を受賞する 

 

平成３０年（２０１８） 

 ８月 ウエイトリフティング部、ギターマンドリン部が全国大会に出場する 

 ８月 ギターマンドリン部信州総文で文化連盟賞を受賞する 

 ８月 ４年目を迎えた馬籠観光ボランティアにおいて、ドイツやアメリカからの留学生とイギリ

スからのＡＬＴが加わり、衣装に工夫を加える等内容を充実させ、新聞掲載やＮＨＫの「昼

おび」という全国放送で紹介される（この馬籠での取り組みが認められ、落合宿の本陣か

らも英語通訳の要請があり、留学経験者を中心に日本文化を紹介した） 

１０月 １０月から１１月にかけて毎週月曜日に、「秋のオープンキャンパス」を７回実施する 

 

令和 元年（２０１９） 

 ４月 森井静子氏、第３５代校長となる（１日） 

県よりの地域課題探究型学習推進事業への指定をきっかけに、「ふるさと教育」を充実させ、

「ＣＣＣ活動」も学習支援や慰労型から提案課題解決型への転換を行う 

    弁論大会はじまる 

 ８月 ウエイトリフティング部が全国大会に出場する 

ギターマンドリン部が全国大会で優良賞を、さが総文で文化連盟賞を受賞する 

１０月 各HR教室の黒板がホワイトボードになり、プロジェクターが設置され、電子ペンによる

ICT教育がスタートする 

 

令和 ２年（２０２０） 

 ４月 新型コロナウイルスによる休校にともないオンライン授業が行われる 



 ８月 ギターマンドリン部こうち総文で文化連盟賞を受賞する 

１２月 生徒一人一台タブレット始まる 

 

令和 ３年（２０２１） 

 １月 中津高校スクールポリシーを策定する 

 ４月 ボランティア参加証の運用を開始する 

 ６月 コロナ禍で中止していた旭陵祭が２年ぶりに復活する 

 ７月 ギターマンドリン部が全国大会で努力賞を受賞する 

 ８月 ウエイトリフティング部が全国大会に出場する 

 

令和 ４年（２０２２） 

 ４月 市川浩通氏、第３６代校長となる。（１日） 

 ４月 中津高校の課題を洗い出し学習習慣の定着へ取り組む 

 ７月 ギターマンドリン部全国大会で努力賞を受賞する 

８月 硬式野球部夏の県大会ではじめてベスト１６に入る 

８月 ウエイトリフティング部が全国大会に出場する 

９月 ウエイトリフティング部国体で７位入賞する 

 

令和 ５年（２０２３） 

 ４月 来年度の定期考査廃止（単元テストの導入）に向け、中間考査を廃止する 

 ７月 ギターマンドリン部全国大会で努力賞を受賞する 

 ８月 ウエイトリフティング部、ギターマンドリン部が全国大会に出場する 

 

令和 ６年（２０２４） 

 ４月 定期テストを全廃し評価テスト（単元テスト）を導入するなど、生徒の主体性や自立した

学習の確立を目指す 

 ７月 ギターマンドリン部が全国大会で努力賞を受賞する 

 ８月 中学生一日体験をバージョンアップした「中学生体験まつり」を新たに実施する 

 ８月 水泳部、ウエイトリフティング部が全国大会に出場する 

     

令和 ７年（２０２５） 

 ４月 田並千穂氏、第３７代校長となる。（１日） 

 ４月 「子どもの読書活動優秀実践校」として文部科学大臣より表彰される 

 ８月 ウエイトリフティング部、ADC部（美術部）が全国大会に出場する 

１１月 １２０周年記念式典を実施する（１日） 

 

 



職員在職期間一覧 ■教諭・常勤講師　□非常勤

職名・教科 氏名 28 29 30 1 2 3 4 5 6 7 備考
校長 纐纈康雄 ■
校長 今井一三 ■ ■
校長 森井静子 ■ ■ ■
校長 市川浩通 ■ ■ ■
校長 田並千穂 ■
教頭 宮田大介 ■ ■
教頭 吉田浩之 ■ ■
教頭 渡邉卓哉 ■ ■ ■
教頭 髙橋清仁 ■ ■ ■
国 大野智史 ■ ■ ■ ■ ■ ■
国 佐々孝一 ■ ■ ■ ■ ■ ■
国 田村　遙 ■ ■
国 堀川尚美 ■ ■ ■ ■
国 松木詠史 ■ ■ ■ ■ ■
国 河村美都紀 ■ ■ ■
国 松井友希 ■ ■ ■ ■ ■ ■ 育児休業（R4～R6）
国 大野光也 ■ ■ ■ ■ ■
国 市川　潤 ■ ■ ■ ■ ■
国 稲垣日向子 ■ ■ ■ ■
国 牧野聖也 ■ ■ ■ ■
国 天木絵理 ■ ■ ■ ■
国 磯部　徹 ■
国 田中梨帆 ■
国 太田陽介 ■ 常勤講師
国 山代香乃 ■ 常勤講師
社 小栗毅石 ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■
社 北村卓也 ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■
社 佐藤邦彦 ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■
社 野村　毅 ■ ■
社 河合祐一
社 山上昭司 ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■
社 田中香帆 ■ ■ ■ ■
社 山内武司 ■ ■
社 田口誠也 ■
社 河合大輔 ■ □ 常勤講師　R1非常勤
社 西尾美咲 ■ ■ ■ ■ ■ ■ 常勤講師
社 福手智範 ■ ■ 常勤講師
社 原田琉也 ■ 常勤講師
社 奥村宏昭 ■ 常勤講師
数 可知嘉文 ■ ■ ■ ■
数 加藤信介 ■ ■
数 喜多川博 ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■
数 高澤亜紗子 ■
数 滝　俊治 ■ ■ ■ ■ ■
数 塚田一隆 ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■
数 白川功貴 ■ ■
数 尾下美沙都 ■
数 丸毛祐哉 ■ ■ ■ ■
数 岩川秀之 ■ ■ ■ ■ ■ ■
数 西堀楓也 ■ ■ ■ ■ ■
数 太田智基 ■ ■ ■
数 糸魚川さつき ■ ■ ■ ■ 育児休業（Ｒ７）
数 石川真里佳 ■
数 伊藤昭嘉 ■ ■ ■
数 小林正樹 ■ ■ ■
数 福井智也 ■ ■
数 庄村景士 ■ ■
数 北川幸久 ■
数 松田康正 ■ ■ 常勤講師
数 長瀬昌平 ■ □ □ H28常勤　H29～30非常勤　
数 浅井幹公 ■ ■ 常勤講師
数 伊藤彰朗 ■ 常勤講師
数 今井紅樹 ■ 常勤講師
理 伊藤英紀 ■ ■ ■ ■
理 小栗和成 ■ ■ ■
理 神谷謙光 ■ ■ ■
理 杉本知宏 ■ ■ ■
理 原田　健 ■ ■ ■
理 山田和生 ■ ■ ■ ■ ■
理 濱田真成 ■ ■ ■
理 松岡　寛 ■ ■ ■
理 青山　理 ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■
理 山内智介 ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ JAICA派遣（R'7～R8）
理 玉木智子 ■ ■
理 松原由布子 ■ ■ ■ ■ ■ ■ 育児休業（Ｒ７）
理 藤谷桜子 ■ ■ ■
理 西尾　豊 ■ ■ ■ ■ ■
理 下野良介 ■ ■
理 中村大器 ■ ■ ■
理 西部太喜 ■ ■
理 千藤　恵 ■ ■ ■ ■ 常勤講師
理 牛丸竜輝 ■ ■ 常勤講師

平成28年度～令和7年度　職員在籍期間一覧（全日制）



職員在職期間一覧 ■教諭・常勤講師　□非常勤

職名・教科 氏名 28 29 30 1 2 3 4 5 6 7 備考
体 木下文太 ■ ■ ■ ■
体 曽我純一 ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ H21,22は常勤講師
体 山田　茂 ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ 定時制にH25,26,27勤務
体 渡辺優士 ■ ■ ■ ■ ■ ■
体 丹羽みなみ ■ ■ ■ ■
体 中田和寿 ■ ■ ■
体 大田和歩 ■
体 川畑力大 ■ ■ ■ ■ ■ ■ 常勤講師
体 伊神航汰 ■ 常勤講師　R6は定時制で常勤講師
音 高橋俊和 ■ ■
音 今井章子 ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■
美 八橋　想 ■ ■ ■ ■ ■
美 洞田和伸 ■ ■ ■ ■ ■
英 小林主殿 ■
英 坂本奈菜子 ■ ■ ■
英 佐藤恭子 ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ Ｈ２６，２７は常勤講師
英 三輪（髙田）奈央美 ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ 育児休業（Ｒ1～Ｒ３）
英 田並　正 ■ ■ ■
英 西山敏伸 ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■
英 若森　明 ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■
英 杉崎壮芽 ■ ■ ■ ■
英 桜井　心 ■ ■ ■
英 森田英紀 ■ ■ ■ ■ ■
英 安江侑里子 ■ ■ ■ ■ 育児休業（Ｒ６，Ｒ７）
英 稲田静香 ■ ■
英 纐纈麻衣 ■ 常勤講師
英 安江侑里子 ■ ■ 常勤講師
英 赤池仁美 ■ 常勤講師
英 松下　誠 ■ 常勤講師
英 鶴見亮斗 ■ ■ ■ 常勤講師
英 安喜桂志 ■ 常勤講師
英 今井希香 ■ ■ 常勤講師
英 吉田絵里 ■ ■ 常勤講師
英 井上雄一郎 ■ 常勤講師
英 栗田尚宏 ■ 常勤講師
家 外田有梨 ■ ■
家 稲葉華絵 ■
家 喜多村有香 ■ ■ ■ ■ ■
家 伊藤葉子 ■ ■ 常勤講師
情報 古川紘成 ■ ■
情報 渡邊　琉 ■ 常勤講師
養護 土本倫代 ■ ■ ■ ■ ■
養護 大橋千乃 ■ ■
養護 近藤浩美 ■ ■ ■
実習助手 石原有宇子 ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■
ALT ローラ・ﾃﾞｭﾊﾞｰﾙ ■ ■ ■
ALT ヴィクトリア・二コルス ■ ■ ■ ■ ■
ALT デビン・サンダース ■ ■
ALT ジェイ・アール・アマンテ ■ ■
国 朝日美智子 □ □ □ □ □ 非常勤講師
国 田中洋二 □ □ □ □ □ □ 非常勤講師
国 宮田大介 □ □ □ □ □ 非常勤講師(R4,7部活講師兼務)
社 狭場晋平 □ 非常勤講師
社 渡辺武夫 □ □ 非常勤講師
社 伊藤伯和 □ 非常勤講師
数 日下部光穂 □ □ □ □ □ 非常勤講師
数 田中栄吉 □ □ □ 非常勤講師
数 岩本隆明 □ 非常勤講師
数 伊藤彰朗 □ □ □ 非常勤講師
理 林　且眞 □ □ □ 非常勤講師
理 山田和生 □ □ □ □ □ 非常勤講師
理 西尾　学 □ □ 非常勤講師
体 中田美佳 □ □ □ □ □ □ 非常勤講師
体 山田　茂 □ □ 非常勤講師
芸 安保優子 □ □ □ 非常勤講師
芸 岩田秀一 □ □ □ □ □ □ 非常勤講師
芸 後藤美月 □ □ □ □ 非常勤講師
英 田口正朗 □ 非常勤講師
英 中西哲彦 □ 非常勤講師
英 藤井啓司 □ 非常勤講師
英 鈴木美鶴 □ □ □ 非常勤講師
英 中河志保 □ 非常勤講師
部活講師 原　伸司 □ □ □ 非常勤講師
部活講師 長尾明世 □ 非常勤講師
部活講師 尾関美和子 □ □ 非常勤講師
部活講師 鎌田仁美 □ □ □ □ □ □ □ □ 非常勤講師
部活講師 長瀬昌平 □ □ 非常勤講師
部活講師 河内龍二 □ □ □ □ □ □ 非常勤講師
部活講師 田中　修 □ □ 非常勤講師
部活講師 岩田秀一 □ 非常勤講師
部活講師 中田高廣 □ □ 非常勤講師
部活講師 荒畑昴彦 □ □ 非常勤講師
部活講師 宮田大介 □ □ □ □ 非常勤講師
部活講師 片田浩二 □ 非常勤講師



職員在職期間一覧 ■教諭・常勤講師　□非常勤

職名・教科 氏名 28 29 30 1 2 3 4 5 6 7 備考
社会人講師 熊谷鮎乃 □ □ □ 非常勤講師
社会人講師 篠原紘一 □ □ □ □ 非常勤講師
スクールカウンセラー 伊藤卓秋 □ □
スクールカウンセラー 近藤恵理 □
スクールカウンセラー 石川美智子 □
スクールカウンセラー 皆森　麗 □ □
スクールカウンセラー 加藤美恵 □
スクールカウンセラー 原　由美子 □ □ □
スクール相談員 丹羽友佳 □ □
事務部長 伊藤真治 ■
事務部長 栗谷本典彦 ■ ■
事務部長 谷口典子 ■ ■ ■
事務部長 磯部典之 ■ ■
事務部長 鈴木良和 ■ ■
係長 斉藤良成 ■
係長 西尾ゆかり ■ ■ ■
係長 松村さと美 ■ ■
主査 斉藤正幸 ■ ■ ■ ■
主査 安江清美 ■ ■ ■ ■
主任 三浦洋一 ■ ■ ■
主任 市原幸胤 ■
主事 高子莉沙 ■ ■
主事 柴田瑞貴 ■ ■
主事 佐々木美雪 ■ ■
主事 安藤拓弥 ■ ■ ■
主事 朝山夏輝 ■ ■
主事 山田大地 ■ ■
主事 中島龍也 ■ ■
再任用 多賀賢一 ■
臨時主事 高山麻理子 ■
学校司書 加納裕美 ■ ■ ■
学校司書 渡辺沙羅 ■ ■ ■
学校司書 岩田七星 ■ ■ ■ ■
学校用務員 後藤ますみ ■ ■ ■ ■ ■ ■
業務専門職 古田尋重 ■
業務専門職 園原賢一 ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■
業務専門職 漆平光一 ■ ■ ■ ■
PTA職員 山田亜津子 ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■
教員業務アシスタント 花田麻奈未 □ □ □
教員業務アシスタント 久保田衣津子 □ □ □
教員業務アシスタント 粥川峰子 □ □ □



職員在職期間一覧 ■教諭・常勤講師　□非常勤

職名・教科 氏名 28 29 30 1 2 3 4 5 6 7 備考
副校長 西垣幸司 ■
副校長 松井千昭 ■
副校長 岩木隆義 ■
副校長 加藤久視 ■
副校長 今井雅人 ■ ■
副校長 岩島章雄 ■
副校長 田中誠二 ■
副校長 工藤正紀 ■ ■
国 奥村秀雄 ■ ■
国 垂見紘汰 ■ ■ ■ ■
国 堀内翔太 ■ ■ ■ ■
社 山田政春 ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■
社 安藤真奈美 ■ ■ ■
数 渡辺浩幸 ■ ■ ■
数 石川真里佳 ■ ■ ■
数 今井紅樹 ■
数 可知嘉文 ■ ■ ■ H23～R1全日制で勤務
理 舩坂一貴 ■ ■ ■ ■ 常勤講師
理 島﨑隼一 ■ ■ ■
理 千藤　恵 ■ ■ ■ 常勤講師　 H23～R1全日制で常勤講師

体 加藤貴裕 ■ ■ ■ ■ ■
体 岡島大祐 ■ ■ ■ ■ ■ 育児休業（Ｒ６）
体 伊神航汰 ■ 常勤講師
英 西尾靖彦 ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■
英 松井宏剛 ■
養護 安江恵利 ■ ■ ■ ■ ■ 常勤講師
養護 土本倫代 ■ ■ ■ 常勤講師
養護 三品仁美 ■ ■ 常勤講師
スクール相談員 北村雄平 □ □
雇員 松原延子 ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■

平成28年度～令和7年度　職員在籍期間一覧（定時制）


